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特集　２０１９年南あわじ市成人式（２～３ページ）

「 二十歳 」　― 人生の新たな門出 ―



　
２
０
１
９
年
南
あ
わ
じ
市
成
人
式
が

１
月
13
日
、
文
化
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
成
人
式
は
、
毎
年
、
新
成
人
で
実
行

委
員
会
を
つ
く
り
、
自
分
た
ち
の
手
で

企
画
か
ら
準
備
、
運
営
を
行
い
、
趣
向

を
凝
ら
し
た
式
典
が
開
か
れ
て
い
ま

す
。

　「
巣
立
ち
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た

今
年
の
式
典
に
は
、
ス
ー
ツ
姿
や
色
鮮

や
か
な
晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ
３
８
３

人
の
新
成
人
が
参
加
。
久
し
ぶ
り
に
旧

友
と
再
会
し
た
新
成
人
ら
は
、
当
時
の

思
い
出
を
懐
か
し
そ
う
に
振
り
返
っ
て

い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
小
学
４
年
生
が
参
加
す

る
「
２
分
の
１
成
人
式
」
や
抽
選
会
、

恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
の
上
映
が

行
わ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま

し
た
。

　
実
行
委
員
長
を
務
め
た
畑
野
真ま

お生
さ

ん
は
「
育
て
て
く
れ
た
両
親
や
お
世
話

に
な
っ
た
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
成
人

を
迎
え
ら
れ
た
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
未
来
に
向
か
っ
て
巣
立
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

南
あ
わ
じ
市
成
人
式

２
０
１
９
年

3 22019年南あわじ市成人式

二十歳の
決意

未来へ向かって巣立っていく

新成人を代表して

成人式実行委員の皆さんに

将来の夢や抱負をお聞きしました

田村 銀
ぎ ん が

河 さん

畑野 真
ま お

生 さん

仲村 祐
ゆ う か

花 さん 小磯 佳
よしゆき

之 さん伊達 香
か ず み

澄 さん

中嶋 　稜
りょう

 さん岡本 笑
え み ゆ

有 さん 阿萬田 泰
たいぞう

三 さん
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災
害
時
に
相
互
支
援

市
内
中
学
校
が
協
定
を
締
結

　
市
内
中
学
校
の
生
徒
ら
が
、

沿
岸
部
と
内
陸
部
の
中
学
校
で

ペ
ア
を
組
み
、
災
害
時
に
相
互

支
援
を
す
る
「
防
災
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
提
携
に
関
す
る
協

定
」
を
結
び
ま
し
た
。

　
今
回
の
協
定
は
、
関
西
広
域

連
合
が
東
日
本
大
震
災
な
ど
で

取
り
入
れ
た
、
被
災
自
治
体
を

支
援
す
る
担
当
自
治
体
を
決
め

る「
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
方
式
」

を
参
考
に
し
た
取
り
組
み
。
学

校
の
規
模
か
ら
南
淡
中
と
三
原

中
、
西
淡
中
と
広
田
中
、
沼
島

中
と
倭
文
中
が
ペ
ア
と
な
り
ま

し
た
。

南
あ
わ
じ
市
消
防
団
初
出
式

団
員
の
士
気
高
揚
と
団
結
力
強
化

く
、
兵
庫
県
警
察
本
部
（
神
戸

市
）
の
通
信
指
令
室
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
緊
急
性
の
な
い
問
合
せ
や
相

談
な
ど
は
、
各
種
相
談
窓
口
や

最
寄
り
の
警

察
署
へ
お
願
い

し
ま
す
。

　

業
「
体
験
の
風
を
お
こ
そ
う
」

を
活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
。
崩
れ
た
「
だ
ん
じ
り
」
を

ペ
ア
で
組
み
立
て
る
早
さ
を
競

う
競
技
と
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

に
よ
る
手
押
し
相
撲
、
手
作
り

の
紙
飛
行
機
を
遠
く
に
飛
ば
す

競
技
の
３
種
目
に
児
童
ら
が
挑

戦
し
、
順
位
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
１
位
か
ら
３
位
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
、
１
位

に
な
っ
た
榎
列
小
学
校
３
年
の

髙
見
蒼そ

ら空
さ
ん
は
「
押
し
相
撲

で
１
位
に
な
れ
た
し
、
初
め
て
メ

ダ
ル
を
も
ら
っ
た
」
と
う
れ
し
そ

う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

用
し
て
い
ま
し

た
が
、
普
通

教
室
と
し
て

使
用
す
る
た
め
、
新
た
に
鉄
骨

造
平
屋
建
の
学
童
保
育
所
を
建

築
し
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
児
童
ら
が

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
英
語
遊

び
」
で
練
習
し
た
歌
を
元
気
よ

く
披
露
し
ま
し
た
。

　
１
月
10
日
の
「
１
１
０
番
の

日
」、
く
つ
ろ
ぎ
プ
ラ
ザ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｐ
Ａ
で
ち
び
っ
子
警
察
官
に
扮

し
た
志
知
幼
稚
園
児
19
人
が
、

来
店
者
に
チ
ラ
シ
等
を
配
布

し
、
１
１
０
番
の
正
し
い
利
用

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
１
１
０
番
は
、
事
件
や
事
故

に
遭
わ
れ
た
人
、
目
撃
さ
れ
た

人
か
ら
、
い
ち
早
く
警
察
に
通

報
し
て
い
た
だ
く
緊
急
通
報
電

話
。
最
寄
り
の
警
察
署
で
は
な

　
12
月
26
日
、
学
童
保
育
所
に

通
う
児
童
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
を
通
じ
て
学
ん
で
も
ら
お
う

と
、
榎
列
学
童
保
育
所
で
競
争

心
を
養
う
競
技
、
北
阿
万
学
童

保
育
所
で
ひ
ょ
う
ご
防
災
特
別

推
進
員
に
よ
る
防
災
教
育
、
阿

万
学
童
保
育
所
で
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ

ト
の
番
組
制
作
な
ど
の
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
榎
列
学
童
保
育
所
で
は
、
国

立
淡
路
青
少
年
交
流
の
家
の
事

　
市
小
学
校
の
隣
接
地
に
市
学

童
保
育
所
が
新
築
さ
れ
、
12

月
22
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

　
学
童
保
育
は
、
保
護
者
が
仕

事
な
ど
で
昼
間
家
庭
に
い
な
い

児
童
に
、
放
課
後
の
生
活
の
場

を
提
供
し
、
健
全
育
成
を
図
る

目
的
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
学
童
保
育
所
は
、
こ
れ
ま

で
同
小
学
校
の
空
き
教
室
を
使作製した紙飛行機を遠くへ飛ばす競技で

競い合う榎列学童保育所の児童

市内中学校がペアとなり、「防災パートナーシップ提携
に関する協定」を締結

協定書の内容について話し合う生徒ら

市い
ち
学
童
保
育
所
が
完
成

放
課
後
の
生
活
の
場
に

　
南
あ
わ
じ
市
消
防
団
は
年
始

恒
例
の
「
平
成
31
年
南
あ
わ
じ

市
消
防
団
初
出
式
」
を
１
月
６

日
、三
原
健
康
広
場
で
開
催
し
、

１
０
７
０
人
の
団
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
消
防
車
両
38
台
に
よ
る
機
動

隊
入
場
に
続
き
、
な
で
し
こ
分

団
と
第
１
方
面
隊
か
ら
第
４
方

面
隊
ま
で
の
団
員
ら
が
分
列
行

進
を
行
い
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
整

列
。
集
ま
っ
た
団
員
を
前
に
、

細
川
知と
も
ひ
ろ大
消
防
団
長
は
「
例
年

１
１
０
番
の
正
し
い
利
用
を
呼
び

か
け
た
志
知
幼
稚
園
、南
あ
わ
じ
警

察
署
員
ら

❶
完
成
し
た
市
学
童
保
育
所
❷
セ
レ
モ
ニ

ー
で
英
語
の
歌
を
披
露
す
る
児
童
ら

向
を
意
識
し
、
規
則
的
に
並
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
近
く
か
ら

は
、
奈
良
時
代
の
役
所
跡
か
ら

出
土
す
る
こ
と
が
多
い
※
畿き
な
い内
産さ
ん

土は

じ

き
師
器
な
ど
の
遺
物
が
大
量
に

出
土
し
ま
し
た
。
建
物
跡
の
大

き
さ
や
立
地
な
ど
か
ら
も
、
当

時
の
地
方
の
役
所
跡
と
み
ら
れ

ま
す
。

※
掘
立
柱
建
物

　
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
直
接
柱
を
据
え

る
建
物
。

※
畿
内
産
土
師
器

　
畿
内
地
域
（
現
在
の
近
畿
地
方
）

の
都
周
辺
で
作
ら
れ
た
土
師
器
。

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　
☎
42
・
３
８
４
９

※
連
載
の
文
化
財
コ
ー
ナ
ー
は

　
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　
神
代
国
衙
か
ら
賀
集
立
川

瀬
に
あ
る
木き

べ辺
遺
跡
で
、
埋
蔵

文
化
財
調
査
事
務
所
の
発
掘

調
査
に
よ
り
、
奈
良
時
代
の
※

掘ほ
っ
た
て
ば
し
ら
た
て
も
の

立
柱
建
物
跡
な
ど
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
木
辺
遺
跡
で
は
、
県
営
ほ

場
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
工
事
に
よ
り
地
下
の
遺
跡

が
破
壊
さ
れ
る
部
分
を
中
心

に
、
約
５
７
０
０
㎡
の
調
査
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
奈
良
時
代
を

中
心
と
す
る
掘
立
柱
建
物
跡
を

10
棟
確
認
し
ま
し
た
。
昨
年
度

に
発
見
さ
れ
た
倉
庫
群
の
跡
と

は一
定
の
距
離
が
あ
り
、
南
北
方

木
辺
遺
跡
で
発
掘
調
査

奈
良
時
代
の
役
所
跡
か

正
し
く
使
お
う
１
１
０
番

志
知
幼
稚
園
児
が
啓
発
活
動

　
12
月
22
日
に
市
役
所
で
行
わ

れ
た
研
修
会
で
は
、
参
加
し
た

各
中
学
校
の
生
徒
ら
が
県
立
舞

子
高
校
（
神
戸
市
）
環
境
防
災

科
の
生
徒
ら
の
助
言
を
聞
き
な

が
ら
、
協
定
書
の
内
容
を
話
し

合
い
ま
し
た
。

　
協
定
書
に
は
、
土
砂
の
撤
去

や
ご
み
の
処
理
、
不
足
し
た
物

資
の
提
供
、募
金
活
動
の
ほ
か
、

日
頃
か
ら
の
学
校
間
の
交
流
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
代
表
の
生

徒
ら
が
署
名
し
ま
し
た
。

　
広
田
中
２
年
の
松
浦
泰た
い
せ
い征

さ

ん
は
「
防
災
に
つ
い
て
の
考
え

方
が
変
わ
っ
た
。
災
害
時
に
支

援
し
て
、
被
災
し
た
人
を
安
心

さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

榎
列
学
童
保
育
所
で
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

〝
体
験
の
風
を
お
こ
そ
う
〟
を
実
施

に
比
べ
火
災
件
数
は
減
っ
て
い
る

が
、
建
物
火
災
が
増
え
て
い
る
。

市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た

め
、
今
年
も
力
を
合
わ
せ
て
い

こ
う
。
ま
た
、
自
然
災
害
に
対

し
て
も
気
を
引
き
締
め
て
消
防

活
動
に
取
り
組
も
う
」
と
訓
示

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
兵
庫
県
知
事
表
彰
や
兵

庫
県
消
防
協

会
長
表
彰
、

団
長
表
彰
の

受
賞
者
に
表

彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

分列行進を披露する消防団員

功労者へ表彰状を授与

啓発用ティッシュを渡す園児

木辺遺跡周辺の想像図

建物跡周辺から見つかった土器

❷
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　安全な地域づくりは、住民みんなの願いです。安全対策
の柱には、防災、犯罪防止と並んで、交通事故をはじめと
する事故の防止があります。
　残念ながら、南あわじ市内では、平成 30 年中に交通事
故により４名の方が亡くなられました。うち、２件が 11 月、
12 月と短期間に続けて発生したことから、「南あわじ市交通
対策協議会」は、12 月 31 日付けで２年ぶりに『交通死亡
事故多発非常事態宣言』を発令しました。
　死亡事故の状況を見ると、亡くなられた４名中３名の方が
道路横断中に車にはねられたもので、うち２名の方は横断
歩道を渡っているときの事故でした。
　横断歩道は、歩行者が優先です。道路交通法でも、「車
両は、横断歩道を横断し又は横断しようとする歩行者等が
あるときは、横断歩道の直前で一旦停止し、かつ、通行を
妨げないようにしなければならない」と定められており、これ
を守らないと、「横断歩行者等妨害等違反」という交通法
規違反になります。
　淡路島のドライバーについては、比較的優しい運転をす
ると言う評判を聞いたこともある一方で、横断歩道でも減速
しない自動車をよく見かけます。昔と違って歩いて外出する

南あわじ市長 守本 憲弘

交通事故のない地域をめざして

人が減っているので、油断があるのかも知れません。しかし
ながら、歩行者は、横断歩道では自動車が注意深く運転して
くれることを信頼して踏み出します。夕暮れ時や景色と服装の
具合などで歩行者が見えづらいことも多々あります。信号機の
有無に関わらず、横断歩道を通過する時には、いつでも止ま
ることのできる速度で走行することが事故防止につながります。
時速 40 キロメートルで走っている車は、危険に気付いてから
ブレーキをかけ停止するまでに約 20 メートルの距離を要しま
す。ドライバーは、常に歩行者を意識して思いやりを持った運
転をすることが大切です。　　　
　また、歩行者も、自動車が走る道路を歩く時には、十分な
注意が必要です。横断する際には、できる限り横断歩道を渡
りましょう。やむを得ず横断歩道がない道路を横断する際は、
斜め横断をせず、左右を十分確認してから最短コースを速や
かに渡るよう心がけましょう。
　交通事故は、全体としては減少傾向にあるとはいえ、市内
では、物件事故も含めて 1 日平均約４件の交通事故が発生し、
交通死亡事故も毎年発生しています。車を運転する方は、交
通事故を防ぐために、❶時間と心にゆとりを持った運転、❷
交差点での安全確認、❸横断歩道等における通行ルールの
遵守、❹早めのライト点灯とハイビームの活用、を実践してい
ただきたいと思います。飲酒運転は、絶対にしてはなりません。
　また、歩行者や自転車の方は、事故に巻き込まれないよう、
運転者から目立つ服装を心がけ、夜間は反射材を活用するな
ど、自分の存在を示すことも大事です。
　自動車は便利なものですが、人身の安全は何物にも代え難
い住民生活の基本です。そして、交通安全は全ての人々の取
り組みがあって初めて達成されるものです。各人が日頃から
家庭・地域で正しい交通ルールとマナーの遵守を実践し、悲
惨な交通死亡事故をなくしていきましょう。

受賞おめでとう

　

　

兵
庫
県
表
彰

第
56
回
淡
路
農
林
水
産
祭

農
林
水
産
物
等
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
（
１
月
15
日
、
伊
弉
諾
神
宮
）

　
　
　
　
　
　
　
　
※
関
係
分
の
み
掲
載

【
野
菜
立
毛
の
部
・
た
ま
ね
ぎ
】

銅
賞
　
原
山
　
　
正

た
だ
し 

さ
ん（
伊
加
利
）

【
野
菜
立
毛
の
部
・
レ
タ
ス
】

銀
賞
　
吉
田
　
一か
ず
あ
き晶 

さ
ん
（
神
代
）

【
野
菜
立
毛
の
部
・
は
く
さ
い
】

銀
賞
　
井
上
　
敏と
し
お雄 

さ
ん
（
広
田
）

【
乳
質
改
善
の
部
】

金
賞
（
議
長
賞
）

　
木
田
　
　
有
た
も
つ 

さ
ん
（
北
阿
万
）

銀
賞
　
久
田
　
純じ
ゅ
ん
ぞ
う三 

さ
ん
（
神
代
）

銀
賞
　
出
口
　
正ま
さ
じ次 

さ
ん
（
八
木
）

銀
賞
　
真
野
み
わ
子こ 

さ
ん
（
八
木
）

銅
賞
　
三さ
ん
の野

　
弘こ
う
じ二 

さ
ん
（
湊
）

銅
賞
　
三
明
　
正ま
さ
の
り典 

さ
ん
（
倭
文
）

銅
賞
　
山
口
　
貴た
か
し士 

さ
ん（
北
阿
万
）

銅
賞
　
中
村
　
秀し
ゅ
う
き
ち吉 

さ
ん（
北
阿
万
）

銅
賞
　
井
実
　
甲こ
う
い
ち一 

さ
ん
（
広
田
）

銅
賞
　
斉
藤
　
正ま
さ
あ
き明 

さ
ん
（
倭
文
）

【
和
牛
繁
殖
経
営
の
部
】

金
賞
（
知
事
賞
）

　
吉
田
　
政ま
さ
み
つ光 

さ
ん
（
神
代
）

銅
賞
　
堀
田
　
泰た
い
じ治 

さ
ん
（
八
木
）

銅
賞
　
河
渕
　
博ひ

ろ
ふ
み文 

さ
ん
（
倭
文
）

銅
賞
　
安
田
　
成し
げ
あ
き昭 

さ
ん
（
神
代
）

【
水
産
加
工
品
（
の
り
）
の
部
】

銅
賞
　
三
共
水
産
（
湊
）

銅
賞
　
北
西
水
産
（
阿
万
）

【
果
樹
立
木
（
か
ん
き
つ
）
の
部
】

金
賞
（
知
事
賞
）

　
原
田
富
美
男 

さ
ん
（
灘
）

◆
兵
庫
県
自
治
賞

【
女
性
・
消
費
生
活
】

西に
し
ば
た畠

　
敏と
し
こ子 

さ
ん
（
松
帆
）

【
農
林
水
産
】

原
　
　
尚よ
し
ろ
う良 

さ
ん
（
賀
集
）

◆
兵
庫
県
こ
う
の
と
り
賞

浦
瀬
由ゆ

き

こ
記
子 

さ
ん
（
福
良
）

髙
見
　
英ひ
で
み美 

さ
ん
（
阿
万
）

平
石
か
づ
子こ 

さ
ん
（
湊
）

◆
兵
庫
県
く
す
の
き
賞

南
あ
わ
じ
市
い
ず
み
会

南
淡
支
部
潮
美
台
グ
ル
ー
プ

◆
み
ど
り
の
章

太
田
　
啓け
い
こ子 

さ
ん
（
八
木
）

桜
井
　
一い
ち
ろ
う郎 

さ
ん
（
湊
）

油
本
　
　
博
ひ
ろ
し 

さ
ん
（
松
帆
）

◆
農
林
水
産
功
労
賞

【
農
業
振
興
】

永
樂
　
泰や
す
あ
き昭 

さ
ん
（
志
知
）

原
田
富ふ

み

お
美
男 

さ
ん
（
灘
）

　今年度最後のキャンパス見学会を開催します。進
路がまだ決め切れていない高校生の将来を考えるお
手伝いをさせていただきます。農学に興味がなかっ
た高校生も一度見学会に参加して視野を広げてみて
ください。
日時　２月 10 日（日）　
午後 1 時 30 分～４時
申込方法
　吉備国際大学 HP より
WEB ENTRY もしくは入試広報室まで電話で申し
込み ☎０１２０- ２５- ９９４４
締切日　２月８日（金）午後３時まで

キャンパス見学会
２月10日 (日 )　午後１時30分～４時

見学会内容

教
育
職
・
行
政
職
と
、
幅
広

い
校
種
、
職
種
で
淡
路
管
内

の
教
育
の
進
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
59
年
に
三
原
町
立
志

知
小
学
校
、
昭
和
62
年
に
西

淡
町
立
湊
小
学
校
の
校
長
に

着
任
。
学
校
内
外
の
環
境
整

備
や
学
校
経
営
研
究
等
に
傾

注
し
た
ほ
か
、
昭
和
63
年
か
ら

２
年
間
、
初
任
教
育
研
修
の

担
当
者
と
し
て
初
任
教
員
の

育
成
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

奥
野
さ
ん
は
、
昭
和
26
年

４
月
に
仮
屋
町
立
仮
屋
中
学

校
教
諭
に
着
任
。
以
後
約
40

年
間
、
小
学
校
・
中
学
校
、

奥
野
　
良よ
し
ひ
ろ裕 

さ
ん
（
伊
加
利
）

瑞
宝
双
光
章

高
齢
者
叙
勲

　  　掲載料金
   １か月　　10,000 円（月額）
12 か月継続してご契約された場合は ･･･
 12 か月　100,000 円（年額）                         

問広報情報課☎43‐5206

市のホームページに、お店の宣伝や求人情報などを出しませんか？

南あわじ市公式ホームページ
バナー広告を募集中
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所
得
税
の
確
定
申
告
と
は

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
１
年

間
に
生
じ
た
全
て
の
所
得
の
金
額

と
そ
れ
に
対
す
る
所
得
税
の
額
を

計
算
し
、
申
告
期
限
ま
で
に
確
定

申
告
書
を
提
出
し
て
、
源
泉
徴
収

さ
れ
た
税
金
や
予
定
納
税
で
納
め

た
税
金
な
ど
と
の
過
不
足
を
清
算

す
る
手
続
き
で
す
。

確
定
申
告
が
必
要
な
人

❶
事
業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど

の
所
得
が
あ
る
人

❷
保
険
の
満
期
金
や
不
動
産
等
の

売
却
収
入
等
が
あ
る
人

❸
給
与
所
得
者
は
、
年
末
調
整
に

よ
り
所
得
税
等
が
清
算
さ
れ
る

た
め
、
申
告
は
不
要
で
す
が
、

次
の
人
は
、申
告
が
必
要
で
す
。

・
給
与
の
年
収
が
２
０
０
０
万
円

を
超
え
る
人

・
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
金
額
（
農
業
所
得
な
ど
）

の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
人

（
20
万
円
以
下
の
場
合
で
も
、
市

県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
）

・
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
て
、
か
つ
、
そ
の
給
与
の

全
額
が
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な

る
場
合
に
お
い
て
、
年
末
調
整

を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入

金
額
と
、各
種
の
所
得
金
額（
給

与
所
得
、
退
職
所
得
を
除
く
。）

と
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え

る
人

❹
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
う

ち
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額

が
４
０
０
万
円
を
超
え
る
人
。

公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
以
外

の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
人

（
20
万
円
以
下
の
場
合
で
も
、
市

県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
）

❺
外
国
企
業
か
ら
受
け
取
っ
た
退

職
金
な
ど
、
源
泉
徴
収
さ
れ
な

い
も
の
が
あ
る
人

　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

人
な
ど
で
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税

金
や
予
定
納
税
を
し
た
税
金
が
納

め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
（
還

付
申
告
）
に
よ
り
税
金
が
還
付
さ

れ
ま
す
。
源
泉
徴
収
税
額
の
な
い

場
合
に
は
、
還
付
さ
れ
る
税
金
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
給
与
所
得
者
や
、
公
的

年
金
等
に
係
る
所
得
が
あ
る
人
で

確
定
申
告
の
必
要
の
な
い
人
が
還

付
申
告
す
る
場
合
は
、
そ
の
他
の

各
種
の
所
得（
退
職
所
得
を
除
く
）

も
申
告
が
必
要
で
す
。

・
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人

・
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

・
国
や
地
方
公
共
団
体
等
に
寄
附

を
し
た
人

・
住
宅
ロ
ー
ン
の
融
資
を
受
け
て

マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
、
ま

た
は
増
改
築
を
し
た
人

・
年
末
調
整
し
て
い
な
い
控
除
額

が
あ
る
人

　
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所

の
あ
る
人
が
対
象
で
、
所
得
が
な

い
人
で
も
申
告
が
必
要
で
す
。
た

だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
申
告

お知らせ

確定申告の受付
スマホからも申告ができます

２月18日（月） ～ ３月15日（金）
　２月 18日から所得税の確定申告や市県民
税申告などの受付が始まります。
　平成 30年分所得について計算の上、３月
15日までに申告しましょう。

問所得税等について　洲本税務署☎24-1212　
　市・県民税について　税務課☎43-5213

お
知
ら
せ

確
定
申
告
を
す
れ
ば

所
得
税
が
戻
る
人

市
・
県
民
税
の
申
告

が
必
要
な
人

対象者 必要な書類（提出または提示）

すべての人

・前年分の申告書の控え（お持ちの人）
・申告書または「確定申告のお知らせ」はがき、印鑑（認印）
・申告者の個人番号（マイナンバー）と身元確認書類の提示または写し
※マイナンバーは、申告者本人、控除対象配偶者、扶養親族、事業専従者およ　
び相続人の記載が必要
※本人確認書類は、申告者のマイナンバーカードまたはマイナンバーを確認でき　
る書類（通知カードか住民票等）と身元確認書類（運転免許証かパスポート等）
・還付金がある人は、申告者名義の口座番号がわかるもの

右
の
所
得
の
あ
る
人

給与、公的年金等 ・源泉徴収票　※公的年金のうち日本年金機構分の源泉徴収票再発行
　　　　　　　　問ねんきんダイヤル☎0570‐ 05‐ 1165

事業、農業、不動産
・収支計算書、帳簿など
・畜産農家の人は、平成 30年中の飼育牛（子牛も含む）の生年月、異動状況　
など牛台帳

雑、一時所得 収入・経費が分かる書類

右
の
控
除
を
受
け
る
人

医療費控除 医療費控除の明細書、医療費通知「医療費のお知らせ」等、支払った医療費の　
領収書原本

社会保険料控除
国民年金、国民年金基金の保険料を支払われた人は、国民年金や国民年金基金　
の保険料支払証明書。紛失された人や届いていない人は再発行を受けてください。
問ねんきん加入者ダイヤル☎0570‐ 003‐ 004

生命保険・地震保険料控除 支払保険料の証明書

寄附金控除 寄附金領収書

障害者控除 障害者手帳等

住宅借上金等特別控除 登記簿謄本、売買・請負契約書のコピー、住宅ローンの年末残高等証明書等

確定申告に必要なもの

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
行
っ
た
人

・
平
成
30
年
中
の
所
得
が
、
１
か

所
か
ら
の
給
与
ま
た
は
公
的
年

金
（
遺
族
年
金
・
障
害
者
年

金
を
除
く
）
の
み
の
人

・
市
内
在
住
で
あ
る
親
族
の
税
法

上
の
被
扶
養
者

※
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
加
入
者
は
、
軽
減

判
定
を
行
う
た
め
に
必
要
で
す

の
で
、
収
入
が
な
く
て
も
必
ず

申
告
し
て
く
だ
さ
い

申
告
会
場

場
所　
市
役
所
第
２
別
館
３
階

多
目
的
ホ
ー
ル
（
南
あ
わ
じ

警
察
署
の
と
な
り
）

開
設
日　
２
月
18
日
（
月
）
～

３
月
15
日
（
金
）
の
平
日
、
2

月
24
日（
日
）、３
月
３
日（
日
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
４
時

税
理
士
に
よ
る
相
談
会　
２
月

18
日
（
月
）・
19
日
（
火
）・

22
日
（
金
）・
25
日
（
月
）・

26
日
（
火
）、３
月
１
日
（
金
）

当
会
場
利
用
へ
の
お
願
い

❶
受
付
で
き
な
い
相
談
内
容

　
次
の
申
告
は
、
南
あ
わ
じ
市

役
所
の
相
談
会
場
で
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
。
洲
本
税
務
署
申
告

相
談
会
場
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
所
得
税
の
う
ち
、
青
色
申
告
、

土
地
・
建
物
・
株
式
等
の

譲
渡
所
得
、
株
式
の
配
当
所

得
（
申
告
分
離
課
税
を
選
択

し
た
場
合
）、
天
災
等
に
よ

る
雑
損
控
除

・
消
費
税
、
贈
与
税
、
相
続
税

の
相
談

❷
利
用
者
識
別
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
の
取
得

　

税
務
署
と
の
書
類
の
や
り
取

り
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
申
告

会
場
で
は
、「
利
用
者
識
別
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
」
の
取
得
を

お
願
い
し
ま
す
。
す
で
に
税
務

署
が
発
行
し
た
Ｉ
Ｄ
パ
ス
ワ
ー

ド
が
書
か
れ
た
書
類
を
お
持
ち

の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

❸
混
雑
緩
和
に
ご
協
力
を

・
開
設
初
日
と
午
前
中
は
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
比
較
的

余
裕
の
あ
る
２
月
下
旬
か
ら

３
月
初
旬
の
午
後
の
ご
来
場

を
お
勧
め
し
ま
す
。

・
事
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
や

医
療
費
控
除
の
明
細
書
は
、

事
前
に
作
成
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
畜
産
農
家
の
人
は
、
平
成
30

年
中
の
飼
育
牛
（
子
牛
も
含

む
）
の
生
年
月
、
異
動
状
況

な
ど
牛
台
帳
の
整
理
を
お
願

い
し
ま
す
。 

❹
確
定
申
告
書
の
提
出
の
み　

（
相
談
不
要
）
の
人
は

　
確
定
申
告
書
が
完
成
し
て
い

て
提
出
の
み
の
人
は
、
申
告
相

談
会
場
で
受
付
を
せ
ず
、
職

員
に
直
接
手
渡
し
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
内
容
の
確
認
等

が
必
要
な
場
合
は
受
付
を
し
て

順
番
が
来
る
ま
で
お
待
ち
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
郵
送
で
も
受
付

し
ま
す
。（
送
付
先　

洲
本
税

務
署
〒
６
５
６
‐
８
６
５
６
洲

本
市
山
手
１
丁
目
１
番
15
号
）

南
あ
わ
じ
市
役
所
相
談
会
場

場
所　
沼
島
出
張
所

開
設
日
時　
２
月
26
日
（
火
）

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１

時
～
３
時

沼
島
出
張
所
相
談
会
場

（
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

場
所　
淡
路
文
化
史
料
館

　
（
洲
本
市
山
手
１
丁
目
１
番
27
号
）

開
設
日
時　
２
月
18
日
（
月
）

～
３
月
15
日
（
金
）
の
平
日
、

午
前
９
時
～
午
後
４
時

洲
本
税
務
署
申
告
相
談
会
場

洲本バス
センター

大浜公園前
バス停

大浜公園前バス停 山手一
交差点

洲本
税務署

検察庁
裁判所

洲本
市役所

法務局

洲本警察署

淡路文化史料館
申告相談会場

洲
本
灘
賀
集
線
（

　号
線
）

大
浜
海
岸

76
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松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～ 新しい夢の『はじまり』を創るために ～ 従業員募集中！

　
所
得
税
と
市
・
県
民
税
の

障
害
者
控
除
は
、
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

が
対
象
で
す
が
、「
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
手

帳
を
所
持
し
て
い
な
く
て
も

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
認
定
書
は
次
の
対
象
要
件

を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人

か
ら
の
申
請
に
よ
り
、一定
の

基
準
を
満
た
し
た
人
の
み
に

交
付
し
ま
す
。

対
象
要
件

❶
満
65
歳
以
上

❷
要
介
護
認
定
者

❸
身
体
や
精
神
に
基
準
以
上

の
障
害
が
あ
り
、
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い

※
12
月
31
日
現
在
で
判
定

申
請
先　
長
寿
・
保
険
課

障害者控除対象者
認定書の交付

問長寿・保険課☎ 43-5217

お知
らせ

進めよう「住まいの耐震化」
問建設課☎ 43-5226ひょうご住まいの耐震化促進事業のご案内

確定申告の医療費控除時に必要です

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

家
屋
の
倒
壊
・
家
具
の
転
倒
な

ど
に
よ
り
多
く
の
尊
い
命
が
奪

わ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
被
害
を

受
け
た
建
物
の
ほ
と
ん
ど
は
、

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
さ

れ
た
木
造
住
宅
で
し
た
。

　
い
つ
大
き
な
地
震
が
起
き
て

も
大
丈
夫
な
よ
う
に
、
耐
震
改

修
し
て
住
宅
を
補
強
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
は
、

下
記
の
「
簡
易
耐
震
診
断
」
を

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

住宅耐震化補助

部分型耐震化補助

住宅建替補助

防災ベッド等設置助成

１. 住宅耐震改修計画策定費補助金

１. 簡易耐震改修工費費補助

２. 住宅耐震改修工事費補助金

２. シェルター型工事費補助

３. 屋根軽量化工事費補助

耐震診断・耐震改修計画策定に要する費用

耐力壁の設置、屋根の軽量化、基礎や床面の補強。
耐震改修を行う部屋の内装工事に要する費用

対象住宅への県が認める耐震シェルターの設置
に要する費用

対象住宅の屋根を軽量化する工事に要する費用

耐震性能を改善するための耐震診断、耐震改修
計画策定及び耐震改修工事に要する費用

対象住宅の現地建替えに要する費用
（※平成31年度募集戸数5件予定）

対象住宅への防災ベッド等の設置に要する費用

※各補助内容の詳細および受付状況については
　建設課までお問合せください

◆簡易耐震診断（無料）

「住まいの耐震化」を検討！

　建設課にお申込みいただくと、後
日診断員を派遣します。

「次に何をしたら良いの？」について
は、簡易耐震診断を実施した診断員
がお答えします。左の様々な補助メ
ニューをご活用ください。

※対象住宅は昭和 56 年５月以前に
　着工した住宅

「危険」「やや危険」と診断されたら

お知
らせ

　
確
定
申
告
の
際
に
お
む
つ

代
が
医
療
費
控
除
の
対
象

と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
に

は
、
医
師
が
発
行
し
た
「
お

む
つ
使
用
証
明
書
（
有
料
）」

が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
前

年
に
医
師
が
発
行
し
た
証
明

書
に
よ
っ
て
医
療
費
控
除
を

受
け
た
人
に
つ
い
て
は
、
２

年
目
以
降
は
市
が
発
行
す
る

「
お
む
つ
使
用
証
明
書
（
無

料
）」
に
よ
っ
て
医
療
費
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　
証
明
書
は
次
の
対
象
要
件

を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人

か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
一
定

の
基
準
を
満
た
し
た
人
の
み

に
交
付
し
ま
す
。

対
象
要
件

❶
前
年
に
医
師
の
発
行
し

た
「
お
む
つ
使
用
証
明
書

（
有
料
）」
で
医
療
費
控

除
を
受
け
て
い
る

❷
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
対
象
の
年
に
有
効

な
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る

❸
要
介
護
認
定
に
用
い
た
主

治
医
意
見
書
に
、
尿
失
禁

お
よ
び
寝
た
き
り
状
態
に

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

記
載
が
あ
る

申
請
先　
長
寿
・
保
険
課

問長寿・保険課☎ 43-5217

おむつ使用証明書の交付お知
らせ

配
偶
者
控
除
お
よ
び
配
偶
者

特
別
控
除
が
変
わ
り
ま
す

合
に
は
、
配
偶
者
控
除
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

❷
配
偶
者
特
別
控
除
の
控
除
額
が

改
正
さ
れ
た
ほ
か
、
対
象
と
な

る
配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額

が
38
万
円
超
１
２
３
万
円
以

下
と
さ
れ
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

　
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
、
お
持

ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

www.nta.go.jp/

）
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
所
得
税
や
収
支
内

訳
書
な
ど
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
作
成
方
法
は
２
通
り

あ
り
、
❶
パ
ソ
コ
ン
上
で
作
成
し

た
申
告
書
を
プ
リ
ン
ト
し
、
郵
送

等
で
税
務
署
に
提
出
す
る
方
法

と
、
❷
パ
ソ
コ
ン
上
で
作
成
し
た

申
告
書
を
電
子
送
信
し
て
提
出
す

る
「
ｅ
‐
Ｔａ
ｘ
」
方
式
が
あ
り

ま
す
。

❶
申
告
書
を
プ
リ
ン
ト
す
る
方
法

　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
画
面
の
案
内

に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
れ
ば

自
動
計
算
さ
れ
、
最
後
に
プ
リ
ン

ト
す
れ
ば
、
申
告
書
が
で
き
ま
す
。

必
要
書
類
を
添
付
し
て
税
務
署
へ

郵
送
す
れ
ば
申
告
の
完
了
で
す
。

❷
電
子
送
信
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）　

に
よ
る
方
法

　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
画
面
の
案

内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
れ

ば
自
動
計
算
さ
れ
ま
す
。
作
成
し

た
申
告
書
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

を
用
意
す
れ
ば
「ｅ
‐
Ｔａｘ
（
電

子
申
告
）」
を
利
用
し
て
、
税
務

署
に
出
向
く
必
要
が
な
く
、
提
出

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を

お
持
ち
で
な
い
人
や
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
を
利
用
し
て
申
告
し
た

い
人
で
も
、
事
前
に
洲
本
税
務
署

に
「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の

手
続
き
」
を
申
込
み
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
ｅ
‐
Ｔａ
ｘ
を
ご
利
用

で
き
ま
す
。

問
e
‐
Tａｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　
☎
０
５
７
０
・
01
・
５
９
０
１

問
洲
本
税
務
署
☎
24
・
１
２
１
２

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
を
使
っ
て

確
定
申
告
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

確定申告の受付お知
らせ

問所得税等について 洲本税務署☎ 24-1212
　市・県民税について 税務課☎ 43-5213

２月18日（月） ～ ３月15日（金）
スマホからも申告ができます

パソコン、スマホで
申告書を作成してみよう♪

　
平
成
30
年
分
の
確
定
申
告
か
ら

配
偶
者
控
除
お
よ
び
配
偶
者
特
別

控
除
が
、
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ

さ
れ
ま
し
た
。

主
な
変
更
点

❶
配
偶
者
控
除
の
控
除
額
が
改

正
さ
れ
た
ほ
か
、
給
与
所

得
者
の
合
計
所
得
金
額
が

１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場

■配偶者控除および配偶者特別控除の変更

納税者本人に所得制限が導入されました
給与1,120万円（合計所得金額900万円）から逓減が始まり、
1,220万円（合計所得金額1,000万円）で消失します。

36
38

155(90)

160(95)

167(100)

175(105)

183(110)

190(115)

197(120)

201(123)

配偶者の給与収入
（合計所得金額）

(万円 )

※老人配偶者控除は
　48万円で変更なし

(万円 )

103
（38）

201
（123）

納税者本人の受ける
所得税控除額

31

26

21

16

11

6

3
0 150

（85）
141
（76）

配偶者控除※ 配偶者特別控除
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滑りやすくて危ない床や階段に悩んでいませんか？

滑り止め工事のことならお任せください！
南あわじ市松帆古津路645

しょう　わ　よう ぎょう

TEL：0799-36-2280

現地調査・見積り無料 塗るだけの簡単工事

集合住宅 商業施設 病院・介護施設公共施設一般住宅

動画配信中

心を込めて、丁寧に・・・
  らら・ウォーク内に移転 OPEN!!

Body Therapy 心々寧　南あわじ店
こ　こ　ね

診療時間 10：00 ～ 20：00（最終受付 19：00 まで）完全予約制　休診日　火・水曜日
ご予約はこちらから　  　☎ 090-4270-1009　LIINE　@coconeeee1009

・肩こり・腰痛等の生活習慣の改善　　（30 分初診 3000 円　60 分初診 5000 円）
・甲子園出場校専属トレーナーの実績を生かし、
　投球障害・フォーム改善・パフォーマンス向上の指導も得意です！

＊ 理学療法士が行う整体治療 ＊

口
座
振
替
（
割
引
率
が一番
大

き
い
納
付
方
法
）

　
口
座
振
替
で
納
め
る
と
手
間

が
か
か
ら
ず
、
納
め
忘
れ
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
口
座
振
替
は
現
金
納
付
よ
り

も
割
引
額
が
大
き
い
6
か
月
前

納
・
1
年
前
納
・
2
年
前
納
や
、

月
々
50
円
割
引
と
な
る
早
割
制

度
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
人
は
、

「
口
座
振
替
申
出
書
」（
金
融
機

関
・
市
役
所
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

備
付
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
）
に
必
要
な
事
項

を
記
入
・
金
融
機
関
へ
の
届
け

出
印
を
押
印
し
、
預
金
口
座
を

お
持
ち
の
金
融
機
関
（
郵
便
局

含
む
）
の
窓
口
、
ま
た
は
、
年

金
事
務
所
（
郵
送
可
）
へ
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

▽
早
割
制
度　
本
来
の
納
付
期

限
（
翌
月
末
）
よ
り
も
1
か

月
早
く
口
座
振
替
す
る
方
法

※
平
成
31
年
度
の
保
険
料
を
口

座
振
替
で
前
納
す
る
場
合
は
、

2
月
末
日
が
手
続
期
限
と
な

っ
て
い
る
た
め
2
月
中
の
手

続
を
お
願
い
し
ま
す

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
（
継

続
納
付
）

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
り
、

定
期
的
に
納
付
す
る
方
法
で
す
。

　

平
成
29
年
4
月
か
ら
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
も
2
年

前
納
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
ま
す
ま
す
便
利
に
な
り
ま

し
た
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納

付
を
ご
希
望
の
人
ま
た
は
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
を

迎
え
る
人
は
、
最
寄
り
の
年
金

事
務
所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン

ビ
ニ
等
の
窓
口
で
の
納
付

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
お
送
り

し
て
い
る
納
付
書
を
使
っ
て
、

各
窓
口
で
納
め
て
い
た
だ
く
方

法
で
す
。平
成
29
年
４
月
か
ら
、

現
金
納
付
に
つ
い
て
も
２
年
前

納
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
２
年
前
納
を

ご
希
望
の
人
は
、
４
月
末
ま
で

に
納
付
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る

た
め
、
４
月
半
ば
ま
で
に
最
寄

り
の
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

国民年金保険料の納付方法
便利な口座振替・クレジットカード納付・金融機関やコンビニ等の窓口納付

問ねんきんダイヤル☎ 0570-05-1165

職
務
内
容　
家
庭
児
童
福
祉
に
関
す

る
専
門
的
技
術
を
必
要
と
す
る
相

談
業
務

勤
務
時
間　
週
３
日
勤
務
、
午
前
９

時
～
午
後
５
時

勤
務
場
所　
市
役
所
本
館
家
庭
児
童

相
談
室（
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課
内
）

任
用
期
間　
４
月
１
日
～
平
成
32
年

３
月
31
日

採
用
人
数　
２
人
程
度

応
募
期
限　
２
月
28
日
（
木
）

応
募
資
格　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

が
あ
り
、
❶
❷
❸
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

❶
大
学
に
お
い
て
、
児
童
福
祉
、
社

職
務
内
容　
❶
市
立
保
育
所
・
こ
ど

も
園
の
児
童
に
対
す
る
栄
養
指

導
お
よ
び
栄
養
管
理
業
務
❷
市

立
保
育
所
・
幼
稚
園
・
こ
ど
も

園
の
児
童
に
対
す
る
保
育
お
よ

び
指
導

勤
務
時
間　
❶
平
日
５
日
で
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
の
７
・
５
時

間
❷
午
前
８
時
～
午
後
6
時
ま

で
の
う
ち
７
・
５
時
間
。
早
出
・

遅
出
・
土
曜
日
勤
務
も
有
り

任
用
期
間　
❶
❷
と
も
４
月
１
日
～

平
成
32
年
３
月
31
日

採
用
人
数　
❶
１
人
❷
若
干
名

会
福
祉
、
児
童
学
、
心
理
学
、
教

育
学
も
し
く
は
社
会
学
を
専
修
す

る
学
科
ま
た
は
こ
れ
ら
に
相
当
す

る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
人

❷
社
会
福
祉
主
事
と
し
て
２
年
以
上

児
童
福
祉
事
業
に
従
事
し
た
人

❸
上
記
に
準
ず
る
人
で
、
家
庭
児
童

相
談
員
と
し
て
必
要
な
学
識
経
験

を
有
す
る
人

報
酬
月
額　
11
万
円

※
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
、
労
災
保

険
加
入

応
募
方
法　
履
歴
書
お
よ
び
資
格
・

免
許
証
等
の
写
し
を
子
育
て
ゆ
め

る
ん
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

応
募
期
限　
２
月
15
日
（
金
）

応
募
資
格　
❶
管
理
栄
養
士
資
格
、

普
通
自
動
車
運
転
免
許
❷
保
育

士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
、

普
通
自
動
車
運
転
免
許

報
酬
月
額　
❶
21
万
４
８
０
０
円

　
❷
16
万
１
３
０
０
円

※
❶
❷
と
も
交
通
費
・
保
険
加
入
・

賞
与
あ
り

応
募
方
法　
履
歴
書
お
よ
び
資
格
・

免
許
証
等
の
写
し
を
子
育
て
ゆ
め

る
ん
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

募集 家庭児童相談員の募集
問子育てゆめるん課☎43-5219

募集 ❶管理栄養士・❷保育士
の募集 問子育てゆめるん課☎43-5219

北阿万・潮美台・阿万・灘の土砂災害特別警戒区域
の指定について 問淡路県民局洲本土木事務所河川砂防課☎26-3215

案内

　
兵
庫
県
洲
本
土
木
事
務
所
で
は
法
律

に
基
づ
き
、
土
砂
災
害
か
ら
人
命
お
よ

び
身
体
を
保
護
す
る
た
め
、
土
砂
災
害

警
戒
区
域
お
よ
び
、
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
の
指
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
内
に
お
き
ま
し
て
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
旧
南
淡
町
地
区
に
て

基
礎
調
査
を
実
施
し
、
北
阿
万
・
潮
美

台
・
阿
万
・
灘
地
区
に
つ
い
て
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
と
し
て
指
定
す
る
範

囲
が
判
明
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
通
り
指
定
図
書
の
閲
覧
と
、
説
明

窓
口
の
設
置
を
行
い
ま
す
。
詳
細
を
知

り
た
い
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

指
定
図
書
の
閲
覧

▽
期
間　
２
月
13
日（
水
）～
27
日（
水
）

▽
場
所　
洲
本
土
木
事
務
所
河
川
砂
防

課
・
市
役
所
建
設
課
・
北
阿
万
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
・
阿
万
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
・
灘
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

説
明
窓
口
会
場　

【
灘
地
区
】

▽
開
設
日　
２
月
17
日
（
日
）

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時
30
分

▽
会
場　
灘
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

【
北
阿
万
・
潮
美
台
・
阿
万
地
区
】

▽
開
設
日　
２
月
24
日
（
日
）

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時
30
分

▽
会
場　

 

北
阿
万
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

※
説
明
に
つ
い
て
は
受
付
順
に
対
応
す
る
た

め
、
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

　
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
は

２
０
２
０
年
3
月
31
日
に
終
了
い
た

し
ま
す
。

　
切
替
え
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

郵
送
や
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
局
舎
内
の

eo
移
行
相
談
窓
口
で
の
受
付
に
加

え
、
eo
相
談
員
に
よ

る
eo
サ
ー
ビ
ス
の

訪
問
受
付
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

eo
サ
ー
ビ
ス
の
訪
問
受
付
　
　

　
eo
相
談
員
が
市
内
の
自
宅
や
事
務

所
等
へ
訪
問
し
、
eo
契
約
申
込
書
の

受
付
を
い
た
し
ま
す
。

▽
訪
問
可
能
な
日
時　
平
日
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時
ま
で

▽
申
込
方
法　
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
へ

電
話
で
申
込
み
（
平
日
の
み
）。

申
込
み
後
、
eo
相
談
員
か
ら
訪
問

日
時
を
調
整
す
る
た
め
に
、
折
り

返
し
電
話
を
い
た
し
ま
す
。

※
訪
問
日
時
は
希
望
に
沿
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す

▽
訪
問
期
間　
３
月
29
日
（
金
）
ま
で

　eo
サ
ー
ビ
ス
（
テ
レ
ビ・
電
話
・
ネ
ッ
ト
）

障
害
発
生
時
の
問
合
せ　

・
eo
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０・９
１
９・１
５
１
（
通

話
料
無
料
）

※
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
ま
す

お知
らせ

ケーブルテレビの切替手続きをお急ぎください！
eoサービスの訪問受付を実施中

お知
らせ

問 eo 光移行相談センター☎ 0120-002-182 問さんさんネット☎43-2345



お知らせ
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陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0322 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（市内割引致します）

無料

15

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒 656-0122　南あわじ市広田広田 1064 番地（旧緑庁舎 1 階）

  TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

入会説明会のご案内
日時　平成 31 年 2 月 20 日（水）午後１時 30 分～
場所　南あわじ市シルバー人材センター（旧緑庁舎）２階

出張入会説明会のご案内
日時　平成 31 年 2 月 14 日（木）午後１時 30 分～
場所　福良地区公民館　２階　206 号会議室

60歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか?

　
シ
ニ
ア
世
代
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
能
力
や
経
験
を
生
か
し
、
人
手
不

足
で
悩
む
施
設
な
ど
で
活
動
し
、
そ
の

謝
礼
と
し
て
付
与
さ
れ
る
お
も
い
や
り

ポ
イ
ン
ト
。
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
市

内
の
商
店
で
使
え
る
商
品
券
等
に
交
換

で
き
ま
す
。
こ
の
活
動
に
参
加
す
る
に

は
、
ふ
る
さ
と
創
生
課
に
お
問
合
せ
の

う
え
、
次
の
説
明
会
に
参
加
し
、
会
員

登
録
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

開
催
日　
２
月
28
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～

場
所　
中
央
公
民
館

対
象　
60
歳
以
上
の
市
民
や
、
60
歳
以

上
の
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
団
体

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
と
同
時
開
催
。

（
知
的
障
が
い
疑
似
体
験
、
ポ
イ
ン

ト
制
度
説
明
、
情
報
交
換
な
ど
）

お知
らせ

問ふるさと創生課 43-5205
ボランティアのつどい同時開催

高齢者等元気活躍推進事業
会員登録に関する説明会

　
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
時
に
備
え
、
次
の
と
お
り
総
務
省
消

防
庁
に
よ
る
情
報
伝
達
試
験
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
試
験
は
、
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た

試
験
で
、
南
あ
わ
じ
市
以
外
の
地
域
で

も
様
々
な
手
段
を
用
い
て
情
報
伝
達
が

行
わ
れ
ま
す
。

試
験
実
施
日
時　
２
月
20
日
（
水
）

　
午
前
11
時
ご
ろ

※
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
、
戸
別
受
信
機
か

ら
緊
急
放
送
が
流
れ
ま
す

　
兵
庫
県
内
で
多
発
す
る
特
殊

詐
欺
被
害
を
予
防
し
よ
う
と
、

南
あ
わ
じ
防
犯
協
会
と
南
あ
わ

じ
警
察
署
が
こ
の
た
び
「
振
り

込
め
詐
欺
要
注
意
」
の
文
言
を

入
れ
た
フ
ロ
ア
用
ゴ
ム
マ
ッ
ト

を
作
成
し
ま
し
た
。

　
同
マ
ッ
ト
は
、
市
内
の
金
融

機
関
に
配
付
さ
れ
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

コ
ー
ナ
ー
や
簡
易
郵
便
局
な
ど

55
か
所
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
あ
わ
じ
警
察
署
の
牧
田
武

士
刑
事
生
活
安
全
課
長
は
「
不

審
に
思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
家
族

や
警
察
な
ど
に
相
談
を
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

お知
らせ

特殊詐欺被害の予防へ
市内 ATM に啓発マットを設置

問危機管理課☎ 43-5203
　
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
は

優
良
な
農
地
を
確
保
し
、
農
業

振
興
施
策
を
計
画
的
に
実
施
す

る
た
め
、
市
が
定
め
る
総
合
的

な
計
画
で
す
。
農
用
地
区
域
内

の
農
地
は
優
良
農
地
と
し
て
保

全
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
転
用
等
に
よ
る
非
農
業
的

な
利
用
を
厳
し
く
規
制
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
緊
急
か
つ
や
む
を

得
な
い
理
由
に
よ
り
農
用
地
区

域
内
の
農
地
を
転
用
す
る
必
要

が
生
じ
た
場
合
は
、
農
用
地
区

域
か
ら
除
外
す
る
農
用
地
利
用

計
画
の
変
更
（
農
振
除
外
）
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
ご
相
談
の
う
え
、
受

付
期
間
内
に
書
類
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
目
的
や
農
地
の
条  

件
に
よ
り
、
除
外
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

受
付
期
間　
２
月
12
日
（
火
）　

　
～
３
月
15
日
（
金
）

　
保
育
環
境
の
充
実
と
子
育
て

世
代
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
市
保
育
所
の
新
築
工
事

が
12
月
14
日
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

　

新
し
い
市
保
育
所
の
園
舎

は
、現
市
保
育
所
の
隣
に
新
築
。

平
成
32
年
４
月
に
、
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
開
園

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

新
築
工
事
概
要

▽
敷
地
面
積　
４
９
９
９
㎡

▽
建
築
面
積　
２
０
０
４
㎡

▽
延
床
面
積　
１
８
８
２
㎡

▽
構
造　
壁
式
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
平
屋
建
て

▽
工
事
費　
５
億
２
５
９
６
万
円

　
11
月
27
日
、
学
校
法
人
柳
学
園
蒼
開

中
学
校
３
年
生
が
授
業
で
作
成
し
た
飛

び
出
し
注
意
看
板
19
枚
を
、
南
あ
わ
じ

市
の
交
通
安
全
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

南
あ
わ
じ
市
交
通

対
策
協
議
会
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
危
険
な

場
所
に
設
置
し
、

交
通
事
故
防
止
の

た
め
に
使
用
さ
れ

ま
す
。

市
いち

保育所の新築工事が起工
平成32年４月に認定こども園として開園予定

問子育てゆめるん課☎ 43-5219

お知
らせ

みなさんのお役に立ちます !                             
                        お気軽にお電話下さい
○植木剪定　○農作業　○除草・草刈　○軽作業
○清掃　　　○大工・左官仕事　　　○施設管理
○毛筆筆耕　○生活支援（掃除・洗濯）など

市保育所新築工事の完成イメージ図

鳥瞰図

新園舎北東側

看板を交通対策協議会に寄
贈する蒼開中学校３年生ら

　
地
域
づ
く
り
に
関
心
を
も
つ

都
市
部
の
若
者
等
が
移
住
し
、

南
あ
わ
じ
市
で
住
民
と
と
も
に

地
域
づ
く
り
に
参
加
す
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
制
度
。
現
在
９

人
の
隊
員
が
、
移
住
者
目
線
を

生
か
し
た
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の

開
発
、
観
光
案
内
所
の
運
営
を

通
じ
た
地
域
の
活
性
化
、
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
や
販
路
拡
大
、
国
際

交
流
支
援
な
ど
、
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
平
成
30
年
度
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
報
告

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。（
入
退
室
自
由
）

日
時　
２
月
17
日
（
日
）

　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
中
央
公
民
館

内
容　
❶
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を

利
用
し
た
活
動
報
告
❷
パ

ネ
ル
展
示
に
よ
る
活
動
報

告
そ
の
他　
参
加
費
無
料
、
事
前

申
込
み
不
要

地域おこし協力隊の
活動報告会

問ふるさと創生課☎ 43-5205

お知
らせ

農振除外の申し出
について

問農林振興課☎ 43-5223

お知
らせ

南
あ
わ
じ
防
犯
協
会
会
長
の
守

本
市
長
と
南
あ
わ
じ
警
察
署
の

福
田
和
雄
署
長
か
ら
啓
発
用
防

犯
マ
ッ
ト
を
受
け
取
る
金
融
連

盟
当
番
幹
事
の
藤
平
育
代
淡
路

信
用
金
庫
市
支
店
長

　
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
各
事
業
に

お
い
て
、所
得
判
定
の
対
象
者
（
本
人
、

世
帯
員
、
扶
養
義
務
者
な
ど
）
が
、
税

法
上
「
寡
婦
（
夫
）
控
除
」
が
適
用
さ

れ
な
い
未
婚
の
ひ
と
り
親
の
場
合
も
、

申
請
に
よ
り
寡
婦
（
夫
）
と
み
な
し
て
、

資
格
の
判
定
（
所
得
判
定
）
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
受
給
資
格
や
自
己
負
担
金
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
長
寿
・

保
険
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
事
業

　
高
齢
期
移
行
・
重
度
障
害
者
・
乳
幼

児
等
・
こ
ど
も
・
高
齢
重
度
障
害
者
・

母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業
（
母
子

家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は

未
婚
の
父
お
よ
び
母
を
除
く
養
育
者
な

ど
が
対
象
）

福祉医療費助成制度
寡婦（夫）控除等のみなし適用　

問長寿・保険課☎ 43-5217

お知
らせ

お知
らせ

J アラートによる情報
伝達試験 ２月 20日（水）

午前 11時ごろ
問危機管理課☎ 43-5203

蒼開中学校より飛び
出し注意看板の寄贈

問危機管理課☎ 43-5203

お知
らせ
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▽
開
催
期
間
　
３
月
21
日
（
木
・

祝
）
ま
で

※
詳
し
く
は
「
島
サ
ラ
ダ
フ
ェ
ア
」
の

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
食
の
拠
点
施
設
整
備
推
進
協
議

会
（
食
の
拠
点
推
進
課
内
）

　
☎
43
・
５
２
２
４

「
じ
っ
く
り
語
ろ
う
淡
路
島
の

農
業
」フ
ォ
ー
ラ
ム

　
淡
路
島
の
農
業
に
つ
い
て
、
学
識

経
験
者
や
淡
路
に
移
住
し
て
就
農

し
た
人
か
ら
成
功
体
験
や
苦
労
し

た
こ
と
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
、

参
加
者
全
員
で
意
見
交
換
を
行
い

ま
す
。（
無
料
・
要
申
込
）

▽
日
時
　
２
月
16
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
場
所
　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
定
員
　
80
人
（
先
着
順
）

問
淡
路
県
民
局
未
来
島
推
進
課

　
☎
26
・
３
４
８
０

神
戸
運
輸
監
理
部
か
ら
の
お
願
い

　
毎
年
、
年
度
末
は
自
動
車
の
検

査
・
登
録
申
請
窓
口
が
非
常
に
混

雑
し
ま
す
。
手
続
き
は
比
較
的
混

雑
し
て
い
な
い
３
月
中
旬
ま
で
に
、

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
継
続

検
査
は
、
自
動
車
検
査
証
の
有
効

期
限
の
満
了
す
る
日
の
１
か
月
前
か

ら
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、余
裕
を
もっ

て
お
受
け
く
だ
さ
い
。

問
神
戸
運
輸
監
理
部
兵
庫
陸
運
部

　
☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
６
６

２
５
０
０
円（
屋
根
付
５
０
０
０
円
）

◇
受
付
期
間
　
２
月
１
日
（
金
）

～
15
日
（
金
）
ま
で
の
平
日

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◇
公
開
抽
選
日
　
２
月
25
日

（
月
）。
市
役
所
本
館
１
階

問
建
設
課
☎
43
・
５
２
２
６

「
い
ざ
な
ぎ
学
園
」

平
成
31
年
度
受
講
生
募
集

　
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
生
涯
学

習
講
座
で
す
。

※
学
校
教
育
法
第
１
条
に
規
定
す

る
大
学
で
は
あ
り
ま
せ
ん

▽
種
別
　
❶
大
学
（
４
年
制
）
❷

大
学
院
（
２
年
制
）

▽
受
講
資
格
　
❶
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
県
内
在
住
者
❷
県
ま
た

は
市
町
の
高
齢
者
大
学
を
修
了

さ
れ
た
県
内
在
住
者

▽
定
員
（
先
着
順
）　
❶
60
人
❷

30
人

▽
年
間
講
座
回
数
　
❶
26
回
程
度

❷
20
回
程
度

▽
受
講
料
　
年
間
１
２
５
０
０

円
と
実
習
費
（
別
途
自
治
会

費
と
し
て
❶
９
５
０
０
円
❷

４
０
０
０
円
が
必
要
）

▽
申
込
期
限
　
４
月
12
日
（
金
）

問
同
実
行
委
員
会
（
三
木
）

　
☎
０
９
０
・
５
１
５
２
・
８
４
５
２

地
産・食
材
ま
つ
り

▽
日
時
　
２
月
３
日
（
日
）

　
午
前
11
時
～
午
後
２
時

▽
場
所
　
美
菜
恋
来
屋

▽
内
容
　
居
酒
屋
、
カ
フ
ェ
、
和

菓
子
屋
な
ど
各
店
舗
が
試
食
・

販
売
（
10
店
舗
が
出
店
）

問
美
菜
恋
来
屋
（
茱ぐ

み萸
）

　
☎
０
８
０
・
３
８
３
８
・
３
７
５
１

第
10
回
永
田
青
嵐
顕
彰
全
国
俳

句
大
会
表
彰
式・特
別
講
演
会

（
第
７
回
淡
路
島
く
に
う
み
講
座
）

▽
内
容
　
入
賞
作
品
の
発
表
、
表

彰
式
の
ほ
か
、
俳
句
の
魅
力
等

に
つ
い
て
の
特
別
講
演

▽
演
題
　
花
鳥
諷
詠
の
新
し
さ

▽
講
師
　
稲い
な
は
た畑
廣こ
う
た
ろ
う

太
郎
氏
（
俳
人
）

▽
日
時
　
２
月
17
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
20
分

▽
場
所
　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
定
員
　
３
０
０
人
（
要
申
込
）

問
（
一
財
）
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

☎
24
・
２
０
０
１

島
サ
ラ
ダ
フェア
開
催
中
！

　
淡
路
島
の
野
菜
の
良
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
美
菜
恋
来
屋
を
は
じ

め
と
し
た
10
店
舗
に
て
「
島
サ
ラ
ダ

フェ
ア
」
を
開
催
中
。
淡
路
島
産
の

食
材
の
み
で
作っ
た
「
島
サ
ラ
ダ
」
を

ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

16

情
報
瓦
ば
ん

公
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

◆
市
営
住
宅

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層
（
新
婚
世
帯
、
義
務
教

育
終
了
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯

等
は
21
万
４
千
円
以
下
）

▽
川
向
団
地（
広
田
）

　

２
戸
、
Ａ
棟
３
０
１
号
・
Ｄ

棟
３
０
２
号
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
単

身
不
可
、
平
成
４
年
度
・
平

成
６
年
度
建
築
。
家
賃
月
額

２
万
６
０
０
円
～
４
万
４
５
０
０

円
（
共
益
費
別
途
）、
駐
車
料
金

１
台
に
つ
き
月
額
２
５
０
０
円

▽
富
田
住
宅（
神
代
）

　
２
戸
、
Ａ
棟
２
０
４
号
・
４
０
４

号
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
単
身
不

可
、
昭
和
63
年
度
建
築
。
家

賃
月
額
１
万
９
６
０
０
円
～

３
万
８
５
０
０
円（
共
益
費
別
途
）

▽
四
季
の
丘
団
地（
阿
万
）

　
２
戸
、
Ａ
棟
３
号
・
Ｅ
棟
１
号
、
３

Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
単
身
不
可
、
平
成
16
年

度
建
築
。
家
賃
月
額
２
万
２
０
０
０

円
～
４
万
５
９
０
０
円
（
共
益

費
別
途
）、
駐
車
料
金
１
台
月
額

※
詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
淡
路
文
化
会
館

　
☎
０
７
９
９
・
85
・
１
３
９
１

ひ
ょ
う
ご
ラ
ジ
オ
カ
レ
ッ
ジ（
高

齢
者
放
送
大
学
）平
成
31
年
度

受
講
生
募
集

　
本
学
は
ラ
ジ
オ
講
座
を
聴
き
、

感
想
文
を
提
出
す
る
の
が
基
本
。

教
材
テ
キ
ス
ト
を
毎
月
発
行
。
ス

ク
ー
リ
ン
グ
、
研
修
旅
行
な
ど
、

学
生
の
交
流
事
業
も
あ
り
ま
す
。

▽
対
象
　
50
歳
以
上
の
県
内
在
住
者

▽
募
集
期
間
　
２
月
４
日
（
月
）

～
４
月
12
日
（
金
）

▽
経
費
　
年
間
６
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
ひ
ょ
う
ご
ラ
ジ
オ
カ
レ
ッ
ジ

　
☎
０
７
９
・
４
２
４
・
３
３
４
３

南
あ
わ
じ
市
消
防
団

女
性
団
員
募
集

　
南
あ
わ
じ
市
消
防
団
で
は
、
女

性
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

女
性
団
員
は
、
な
で
し
こ
分
団
に

所
属
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
女
性
が
も
つ
ソ
フ
ト
面
を

生
か
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

▽
主
な
活
動
　
火
災
予
防
の
啓
発

活
動
、
救
命
講
習
会
、
保
育
所

等
で
の
防
火
・
防
災
指
導
、
消

防
団
行
事
へ
の
参
加
な
ど

▽
消
防
団
員
の
処
遇
　
身
分
は
非

常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
、

被
服
貸
与
、
条
例
に
基
づ
き
報

酬
・
手
当
の
支
給
、
公
務
災
害

補
償
・
退
職
報
償
金
（
勤
続
５

年
以
上
）
な
ど
の
制
度

▽
応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
ま
た

は
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る

18
歳
以
上
の
健
康
な
女
性

▽
入
団
時
期
　
平
成
31
年
４
月
予
定

▽
申
込
・
問
合
せ
先

　
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

南
あ
わ
じ
市
招
待
ミ
ニ
サ
ッ
カ

ー
大
会
の
参
加
者
募
集

▽
大
会
開
催
日
　
３
月
17
日（
日
）

▽
大
会
場
所
　
三
原
健
康
広
場

▽
参
加
資
格
　
中
学
・
一
般
女
子

（
７
人
で
１
チ
ー
ム
）、
高
校
・

社
会
人
（
６
人
で
１
チ
ー
ム
、

男
女
混
合
可
）

▽
参
加
費
用
　
一
般
３
０
０
０
円
、

中
学
・
高
校
１
０
０
０
円

▽
参
加
申
込
・
抽
選
会
場

　
３
月
５
日
（
火
）
午
後
７
時
～
・

西
淡
志
知
公
民
館

問
南
あ
わ
じ
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
事

務
局
（
東
）
☎
36
・
４
８
２
２

文
化
体
育
館
の
講
習
会
等
の

受
講
者
募
集

◆
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す

る
場
合
、
初
回
の
み
講
習
会
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象
者
　
16
歳
以
上

▽
受
講
料
　
５
０
０
円
（
市
内
）

※
次
回
利
用
よ
り
２
０
０
円
（
市
内
）

▽
定
員
　
６
人
（
要
予
約
）

▽
講
習
時
間
　
約
１
時
間

▽
日
時
　
２
月
７
日（
木
）の
午
後

５
時
30
分
と
午
後
６
時
30
分
か

ら
、21
日（
木
）の
午
後
５
時
30

分
と
午
後
６
時
30
分
か
ら

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

◆
美・ウ
ォ
ー
ク
レ
ッ
ス
ン

　
デ
ュ
ー
ク
更さ
ら
い
え家
公
認
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ス
タ
イ
リ
ス
ト
伊
達
荒あ
ら
ん
ど人
さ
ん
に
よ

る
楽
し
い
ト
ー
ク
と
笑
い
あ
り
の
レ
ッ

ス
ン
。
楽
し
く
学
ん
で
全
身
の
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象
者
　
中
学
生
以
上
（
中
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▽
受
講
料
　
１
０
０
０
円（
全
２
回
）

▽
定
員
　
70
人
（
要
予
約
）

▽
持
参
物
　
上
靴

▽
講
習
時
間
　
約
１
時
間

▽
日
時
　
２
月
８
日（
金
）・
３
月

８
日（
金
）の
午
後
７
時
30
分
～

◆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
臨
時
休

業
の
お
知
ら
せ

　
２
月
23
日
（
土
）・
24
日
（
日
）

は
大
き
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
あ
る

た
め
臨
時
休
業
し
ま
す
。

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
実

行
委
員
会
委
員
の
募
集

▽
募
集
人
数
　
若
干
名

▽
募
集
締
切
　
２
月
28
日
（
木
）

▽
応
募
方
法
　
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用

紙
に
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、

志
望
動
機
を
記
入
し
、
持
参
ま

た
は
郵
送
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
社
会
教
育
課
内
）

☎
43
・
５
２
３
２

平
成
31
年
度
地
域
活
性
化
助

成
事
業  

申
請
団
体
の
募
集

　
淡
路
島
の
地
域
活
性
化
を
目
的

に
実
施
さ
れ
る
ま
ち
お
こ
し
、
地

域
交
流
、文
化
・
芸
術
、ま
た
は「
国

生
み
の
島
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
事

業
を
実
施
す
る
団
体
に
20
万
円
を

限
度
に
助
成
し
ま
す
。

※
申
請
書
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

▽
申
請
期
限
　
３
月
１
日
（
金
）

問
（
一
財
）
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　
☎
24
・
２
０
０
１

美み

な菜
恋こ

い
こ
い来
屋や

出
荷
者
の
募
集

　
美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者
（
生

鮮
野
菜
・
加
工
品
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
淡
路
島
内
外
の
人
に
自

慢
の
出
荷
物
を
提
供
し
て
南
あ
わ

じ
市
（
淡
路
島
）
を
共
に
盛
り
上

げ
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
美
菜
恋

来
屋
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
電

話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

県
実
施
フ
ェニ
ッ
ク
ス
共
済（
建

物
共
済
）の
出
前
受
付

　
年
間
最
大
６
５
０
０
円
の
掛
金

で
、
す
べ
て
の
自
然
災
害
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月
12
日
（
火
）

　
午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

▽
そ
の
他
　
申
込
み
に
は
、
銀
行
の

お
届
け
印
お
よ
び
口
座
番
号
が
必

要
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
可
）

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

苗
木
の
あっ
せ
ん

▽
内
容
　
淡
路
森
林
組
合
に
よ
る

観
賞
用
苗
木
と
椎
茸
種
菌
の
あ

っ
せ
ん

▽
申
込
方
法
　
農
林
振
興
課
と
各

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付

け
の
所
定
の
申
込
用
紙
で
、
２

月
22
日
（
金
）
ま
で
に
農
林
振

興
課
ま
た
は
同
組
合
へ
提
出

▽
苗
木
の
配
達
　
３
月
上
旬
に
同

組
合
よ
り
直
接
配
達
（
料
金
は

配
達
時
に
徴
収
も
し
く
は
後
日

金
融
機
関
か
ら
の
振
込
）

問
淡
路
森
林
組
合
☎
53
・
６
４
５
６

　
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
２
２
３

金
婚
夫
婦
祝
福
式
典

▽
日
時
　
５
月
26
日
（
日
）

　
午
後
１
時
～

▽
場
所  

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
対
象
　
昭
和
45
年
に
婚
姻
届
を

提
出
さ
れ
た
（
ま
た
は
挙
式
さ

れ
た
）
県
内
在
住
の
ご
夫
婦

※
結
婚
50
年
が
過
ぎ
た
人
で
、
こ

れ
ま
で
同
式
典
に
参
加
さ
れ
て

い
な
い
人
も
申
込
可

▽
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書

（
市
役
所
本
館
1
階
窓
口
、
神

戸
新
聞
販
売
所
等
に
備
付
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
持

参
ま
た
は
郵
送 

▽
申
込
期
限
　
２
月
28
日
（
木
）

必
着
。
定
員
あ
り
先
着
順

問
神
戸
新
聞
社
地
域
活
動
局
☎

０
７
８
・
３
６
２
・
７
０
８
６
ま
た

は
最
寄
り
の
神
戸
新
聞
販
売
所

問
長
寿
・
保
険
課
☎
43
・
５
２
１
７

手
し
ご
と
あ
わ
じ
ク
ラ
フ
ト
ミ

ー
ツ
～
み
な
い
こ
マ
ル
シェ
～

▽
日
時
　
２
月
３
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

▽
場
所
　
美
菜
恋
来
屋

▽
出
店
者
　
17
ブ
ー
ス

▽
内
容
　
手
し
ご
と
作
品
（
布
小

物
・
雑
貨
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
ほ
か
）

※
事
業
の
収
益
金
の
一
部
は
犬
猫

の
保
護
基
金
に
使
用
し
ま
す

17

お
知
ら
せ

募
　
集
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▽
日
時　

月
～
金
曜
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
30
分

問
淡
路
県
民
局
さ
わ
や
か
県
民
相

談
室（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
１
２
０
・
３
６
・
７
８
３
０

働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

❶
料
理
講
座（
要
予
約
）

▽
内
容　

旬
の
食
材
を
使
っ
て
の

家
庭
創
作
料
理

▽
日
時　

２
月
15
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
材
料
費　

６
０
０
円

❷
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
講
座（
要
予
約
）

▽
内
容　

お
し
ゃ
れ
な
パ
ス
テ
ル
画

材
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
ろ
う

▽
日
時　

２
月
17
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
材
料
費　

５
０
０
円

❸
ち
り
め
ん
細
工
講
座（
要
予
約
）

▽
内
容　

卒
業
式
用
バ
ラ
の
コ
サ

ー
ジ
ュ
づ
く
り

▽
日
時　

２
月
20
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
参
加
費　

６
０
０
円

▽
定
員　

10
人

▽
持
参
品　

は
さ
み
、
ピ
ン
セ
ッ

ト
、グ
ル
ー
ガ
ン
（
お
持
ち
の
人
）

❶
～
❸
共
通

▽
申
込
締
切　

２
月
８
日
（
金
）

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

南
あ
わ
じ
市
囲
碁
大
会

▽
内
容　

Ａ
級
～
Ｃ
級
の
３
階
級

に
分
か
れ
て
の
ハ
ン
デ
ィ
ー
戦
４

局
。
ス
イ
ス
方
式
で
順
位
決
定

▽
日
時　

２
月
24
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～

❷
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
要
予
約
）

▽
日
時　

２
月
10
日
（
日
）

　

午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所　

神
代
地
頭
方
１
６
７
６

問
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台
（
沼
田
）

　

☎
０
９
０
・
９
６
１
２
・
１
７
４
９

❶
❷
共
通　

保
護
者
同
伴

滝
川
記
念
美
術
館　
玉
青
館

◆「
造
る
」展
―ｐｒｏ
ｄｕｃ
ｔ 

最

先
端
技
術
で
作
ら
れ
た
銅
鐸
―

▽
内
容　

銅
鐸
の
造
り
方
や
石
製

鋳
型
な
ど
の
展
示

▽
期
間　
２
月
２
日
（
土
）
～

　
４
月
７
日
（
日
）

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

•
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

▽
日
時　

２
月
９
日
（
土
）、
３
月

17
日
（
日
）
の
午
後
２
時
～

•
ゲ
ス
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

▽
日
時　
２
月
24
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～

▽
ゲ
ス
ト　

小
泉
武ぶ
か
ん寛

氏（
青
銅
器

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
対
象
者　

市
内
在
住
者

▽
参
加
費　

１
５
０
０
円（
高
校

生
以
下
は
５
０
０
円
）

※
昼
食
代
含
む

▽
申
込
締
切　

２
月
15
日（
金
）

問
中
央
公
民
館
☎
43
・
５
０
３
８

第
22
回
あ
わ
じ
耳
の
日
の
集
い

▽
日
時　

３
月
３
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時
30
分

▽
場
所　

淡
路
市
立
中
央
公
民
館

　
（
し
づ
の
お
だ
ま
き
館
）

▽
内
容　

午
前
中
は
、聴
力
検
査
、

楽
し
い
手
話
教
室
。
午
後
は「
デ

フ一い
っ
ぷ
く
福
の
手
話
落
語
」、
ろ
う
舞

台
俳
優
「
庄
し
ょ
う
ざ
き崎

隆た
か
し志

・
金か

ね
こ子

真ま

み美
の
２
人
芝
居
」。
バ
ザ
ー
も

あ
り
ま
す
。参
加
自
由（
無
料
）。

問
同
実
行
委
員
会

　
☎
26
・
０
８
８
９
F
　

26
・
０
８
８
８

瓦
と
ひ
な
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト

▽
日
付　

２
月
９
日
（
土
）

▽
場
所　

津
井
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　
か
わ
い
い
お
ひ
な
様
つ
く

り（
午
前
10
時
～
正
午
）、

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー（
午
後

１
時
30
分
～
）、瓦
音
楽
奉
納

▽
参
加
費　

無
料

問
瓦
と
ひ
な
の
会
（
川
口
）

　

☎
38
・
０
０
３
４

み
は
ら
福
祉
の
集
い

▽
日
時　

２
月
17
日
（
日
）

工
房
和
銅
寛
）

◆
直
原
玉
青
作
品
を
寄
付

　

直
原
画
伯
が
絵
付
け
し
た
木

製
銘
々
皿
10
枚
を
北
後
豐
子
さ
ん

（
京
都
府
）
よ
り
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
切
に
保
存
し
、
今

後
の
展
示
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

阿
波
お
ど
り
体
操

◆
第
１
１
４
回
講
習
会

▽
日
時　

２
月
２
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

賀
集
地
区
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

◆
第
69
回・第
70
回
講
座

▽
日
時　

２
月
14
日（
木
）、28
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
場
所　

榎
列
公
民
館

▽
内
容　
「
集
い
が
育
む
地
域
の

力
～
集
楽
活
動
の
ス
ス
メ
～
」

と
題
し
て
、
地
域
の
実
践
報
告

な
ど
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
Ｍ

ｏ
ｔ
ｔｏ
ひ
ょ
う
ご
・
栗
木
剛
氏
）

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
44
・
３
０
０
７

防
災
コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
）

　

災
害
の
こ
と
、
防
災
の
こ
と
に

つ
い
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み
な

が
ら一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

２
月
16
日
（
土
）

　

午
後
１
時
開
場

▽
場
所　

北
阿
万
地
区
公
民
館

問
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

淡
路
音
の
芽
☎
42
・
０
３
９
９

中
田
丈じ

ょ
う
じ次

マ
リ
ン
バ
ソ
ロ
コ
ン

サ
ー
ト
―
音
の
和
ひ
な
祭
り
コ

ン
サ
ー
ト

▽
日
時　

３
月
３
日
（
日
）

　

午
後
２
時
開
演

▽
場
所　

賀
集
地
区
公
民
館

※
料
金
等
、詳
し
く
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い

問
同
実
行
委
員
会
（
中
田
）

　

☎
０
９
０
・
９
７
０
２
・
５
４
４
８

わ
く
わ
く
！

オ
リ
ジ
ナ
ル
楽
器
作
り

　

身
の
回
り
に
あ
る
材
料
を
使
い
、

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
楽
器
を
作

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
内
容 

職
業
相
談
お
よ
び
職
業

紹
介

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
お
よ
び
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ

る
支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時　

２
月
12
日（
火
）、26
日

（
火
）午
前
11
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館

※
事
前
申
込
が
必
要
、先
着
３
人

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

空
き
家
バ
ン
ク
の
休
日
相
談

▽
内
容　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
・
利
活
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

▽
日
時　

２
月
16
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館

り
ま
す
。
ま
た
、
同
日
午
後
１
時

か
ら
開
催
す
る
「
第
２
回
ハ
ー
ト

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
て
、作
っ

た
楽
器
で
演
奏
が
で
き
ま
す
！

▽
日
時　

３
月
17
日
（
日
）　

午

前
11
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

▽
場
所　

湊
地
区
公
民
館

▽
対
象　

小
学
生
以
下

▽
定
員　

20
人（
保
護
者
同
伴
）

▽
参
加
費　

１
０
０
円（
材
料
費
）

▽
申
込
・
問
合
せ
先

　

社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

谷
口
紘ひ

ろ
や也
小
品
展

▽
内
容　

淡
路
人
形
と
風
景
11
点

▽
期
間　

３
月
31
日
（
日
）
ま
で

▽
場
所　

坂
本
文
昌
堂（
洲
本
市

本
町
）

問
谷
口
紘
也
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
谷
口
）

　

☎
55
・
０
１
５
５

淡
路
人
形
座（
２
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容　
「
人
形
解
説
」「
戎
舞
」・

「
伊だ
て
む
す
め

達
娘
恋こ
い
の
ひ
が
の
こ

緋
鹿
子　

火
の
見

櫓
の
段
」・「
わ
く
わ
く
体
験
型

バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
」

※
上
演
内
容
が
変
わ
る
場
合
あ
り

◆
２
月
特
別
公
演「
節
分
だ
福
よ

来
い
‼
旅
成
金
in
淡
路
人
形

座
」　
２
月
３
日（
日
）、旅
成
金

（
柳
り
ゅ
う
て
い亭

小こ
ち
ら
く

痴
楽
・
瀧
川
鯉こ

い
は
ち八

・

神
田
松ま
つ
の
じ
ょ
う

之
丞
に
よ
る
ユニ
ッ
ト
）、

淡
路
人
形
座
に
よ
る
公
演
。前

売
り
券
は
販
売
中
。

◆
復
活
公
演「
淡
路
人
形
座
淡

路
の
演
出
・
演
目
公
演
」　
２

月
17
日（
日
）、三
大
道
行
の
一

つ「
道み
ち
ゆ
き
こ
い
の
お
だ
ま
き

行
恋
苧
環
」、豪
華
絢
爛

「
衣い
し
ょ
う
や
ま

裳
山
」を
淡
路
独
自
の
伝

承
を
も
と
に
復
活
！
前
売
り
券

は
販
売
中
。

◆
２
月
の
休
館
日　
毎
週
水
曜
日

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　
『
絵
本
太
功
記
』十
段
目

尼
ヶ
崎
の
段

◆
淡
路
木
偶
づ
く
り
講
座
作
品
展

▽
期
間　

３
月
29
日
（
金
）
ま
で

◆
第
35
回
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
後
継

者
団
体
発
表
会
写
真
展

▽
期
間　

２
月
６
日
（
水
）
ま
で

◆
第
27
回
淡
路
人
形
絵
画
展

▽
期
間　

２
月
９
日
（
土
）
～

　

５
月
12
日
（
日
）
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
42
・
５
１
１
５

第
１
７
７
回
神
代
天
体
観
測
会

「
オ
リ
オ
ン
座
大
星
雲
を
見
よ
う
」

❶
神
代
小
学
校

▽
日
時　

２
月
９
日
（
土
）

　

午
後
７
時
30
分
～

※
天
候
不
良
時
は
神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

※
平
日
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
☎
43
・
５
２
０
５

「
縁
結
び
相
談
会
」の
開
催

▽
内
容　

縁
結
び
に
関
す
る
相
談

（
異
性
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
自
分
磨
き
な
ど
）

▽
日
時　

２
月
12
日
（
火
）

　

午
後
７
時
～
９
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館

▽
対
象
者　
「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ジ
ッ
ク
の

会
」
会
員
（
情
報
登
録
書
提
出

の
こ
と
）

※
「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ジ
ッ
ク
の
会
」
へ
の

入
会
は
、
随
時
受
付
し
て
い
ま
す

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
☎
43
・
５
２
０
５

さ
わ
や
か
県
民
相
談
室

　

県
政
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、
日

常
生
活
上
の
諸
問
題
ま
で
、
様
々

な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
必
要
な
場

合
は
専
門
の
相
談
窓
口
を
紹
介
し

ま
す
。
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文
化
・
ま
な
び

催
　
し

相
　
談

　
２月の無料相談
市民無料法律相談（先着９人）
◆内容　弁護士による相談（１人20分）
◆日時　12日（火）・26日（火）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民協働課☎43-5244（予約必要）
若者就労相談
◆対象　仕事に就いていない15～39歳ま
　での働く事に悩みをもつ若者とその家族
◆日時　27日（水）
　❶13：00～❷14：00～❸15：00～
◆場所　市役所２階相談室
問あかし若者サポートステーション
　☎078-915-0677（予約必要）
消費生活相談
◆内容　契約などの消費者トラブルの相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　  ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　市役所本館２階
問市消費生活センター☎43-5099
司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　登記・成年後見・法律の相談
◆日時　20日（水）18:00～21:00
◆場所　洲本市文化体育館
◆申込　司法書士船越事務所　船越まで
　　　　☎23-0086（予約必要）
行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・許認可・契約関係
◆日時　12日(火）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　土井惠一朗行政書士事務所
　　　    ☎53-1771（予約必要）
住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　27日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　角建設計☎22-7705（予約必要）
母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5219
家庭児童相談
◆内容　子育て・不登校・いじめなどの相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5239
教育相談窓口
◆日時　18日（月）13:00～15:00
◆場所　洲本総合庁舎１階会議室
問教育相談窓口☎22-4152（予約必要）
農地相談（先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　22日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）
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オニオンタワー有料広告募集

20文字以内をスクロール表示する場合を１枠として
１枠あたりの料金です。

　１週間　　　　８，０００円
　１か月間　　３０，０００円
　３か月間　　８５，０００円
　６か月間　１６０，０００円
　１年間　　３００，０００円

問広報情報課（☎43-5206）

※詳しくは、
お問合せください
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※連載の文化財コーナーは休ませていただきます

　小学校ってどんなところ？
１年生の１日が知りたい！学
童ってなに？えんぴつの持
ち方は？はやく走るコツは？
小学校の入学前後の子ども
が知っておくと小学校生活
を安心して送ることが出来る
知識や、生活から生まれる興
味・疑問・悩みなど、全３６６
項目を写真やイラストで解
説。

使い果たす習慣 小学生に
なったら図鑑

　人生の時々で自分自身を
見つめ、与えられた環境に配
慮し、自分なりに真面目に考
え、高校・大学を選び、そして
会社を選んで仕事をしてい
る、そんなどこにでもいるよ
うな「君」への「返信」。仕事
で関わった人たちが直面し
ているさまざまな悩みに、ス
トーリー形式で自分なりの
考えや経験をメールでアド
バイスする。

働き、悩み、生きる
君への返信

森　秋子／著
（ＫＡＤＯＫＡＷＡ）

　日本人初のオリンピック
選手、金栗四三。1912年に
行われたストックホルム、ア
ントワープ･･･。３度のオリン
ピック出場のみならず、さま
ざまな挑戦を続け、後に日本
マラソンの父と讃えられた金
栗四三の人生をまんがでた
どる。強い長距離選手を育て
るために、四三はチーム制で
走る「駅伝」を企画。

金栗四三
大谷　じろう／まんが

（小学館）
鈴木　一正／著
（朝日出版社）

長谷川　康男／監修
（ポプラ社）
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2 月の休館日

　「使い果たす」とは、「そのも
のを全部使って、なくなって
しまうこと」。小さめの鍋を最
大限に使う、羽毛布団を洗濯
機で丸洗いする、「統一感」の
呪いを手放す、本当にお気に
入りのものをとことん使う･･･。
「今あるもの」を楽しみつく
すことで、心が満たされる暮
らし方を紹介する。

さんさんネット ２月番組の見どころ
さんさんニュース 撮 っ て お き ☆

※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください
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２月 ８日（金）～

・北阿万小学校 夢プロジェクト
　～体操 新島卓矢さん～

２月15日（金）～

・2019南あわじランニングフェスティバル

２月22日（金）～

・淡路の人形芝居復活公演 

２月 ４日（月） ～11日（月）

・第23回 南淡路だんじり唄交流会 その②

２月11日（月） ～18日（月）

・2019年 南あわじ市成人式

月曜日～金曜日　19：30更新
■放送　7：30～、12：30～、16：30～、　
　　　　19：30～、22：30～

毎週月曜日　20：00更新
■放送　8：00～、１3：00～、20：00～

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

大
会
結
果

第
31
回
極
真
空
手
全
関
西
空

手
道
選
手
権
大
会
（
９
月
16
日
・

な
ら
で
ん
中
央
第
二
武
道
場
）

組
手
・
小
学
５
年
生
女
子
上
級
の
部

①
上
田
樹
那
（
神
代
小
）

組
手
・
小
学
６
年
生
女
子
上
級
の
部

①
富
貴
彩
愛
（
榎
列
小
）

２
０
１
８
極
真
空
手
徳
島
県

空
手
道
選
手
権
大
会
（
10
月
21

日
・
徳
島
県
立
中
央
武
道
場
）

組
手
・
幼
年
の
部

①
新
﨑
颯
空
（
市
保
育
所
）

型
・
小
学
１
年
の
部

②
富
貴
翔
雅
（
榎
列
小
）

組
手
・
小
学
４
年
男
子
上
級
の
部

②
富
貴
飛
翔
（
榎
列
小
）

組
手
・
小
学
６
年
女
子
上
級
の
部

①
富
貴
彩
愛
（
榎
列
小
）

２
０
１
８
極
真
空
手
西
日
本

空
手
道
選
手
権
大
会
（
12
月
９

日
・
京
都
市
武
道
セ
ン
タ
ー
）

組
手
・
幼
年
の
部

③
新
﨑
颯
空
（
市
保
育
所
）

組
手
・
小
学
１
年
生
男
子
上
級
の
部

③
喜
田
聖
磨
（
市
小
）

組
手
・
小
学
４
年
生
男
子
初
級
の
部

③
喜
田
龍
輝
（
市
小
）

みんなの図書館
今月のおすすめ本

問市立図書館☎53-0234　
　開館時間／9：30～19：00　（ただし、日曜日・祝日は、17：00まで）
　 ※広田・湊地区公民館図書室は土曜日も17時まで
　 ※広田地区公民館図書室は耐震改修工事のため、平成31年４月１日まで
　　 休室しますが、一部図書業務（返却・予約本の受取）を隣の保健センターで行っています。
　 ※市立図書館は、２月21日（木）～28日（木）まで、中央公民館図書室は、３月５日（火）～14日（木）まで特別整理期間（蔵書点検）
　　 のため休館いたします。

皆さんに読んでほしい
本を紹介しています ４日（月）、12 日（火）

18 日（月）、25 日（月）
28 日（木）　月末整理日

問さんさんネット
　☎43-2345

　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間分
の番組内容が表示され
ます。また、録画機で簡単
予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

※さんさんネットのホー
ムページでも番組表を確
認いただけます

EPG（電子番組表）

アジア国際子ども映画祭で
『法務大臣賞』を受賞

　11 月 24 日、北海道北見市で「第 12 回アジア
国際子ども映画祭」が開催されました。同映画祭
では、国立淡路青少年交流の家主催イベント「映
画を創ってみよう！！」（平成 30 年７月 14 日～
16 日開催）に参加した大野・さくらづかチームが
制作した作品「夢と宿題」が、最優秀賞（杉良太
郎特別賞）に次ぐ『法務大臣賞』を受賞。受賞し
た児童らは、国立淡路青少年交流の家へ受賞の報
告を行いました。

～次回大会について～
　次回大会は、南あわじ市で開催されます。なお、
予選となる関西・四国ブロック大会は、９月 28
日（土）に開催予定です。
◆作品テーマ　「迷惑をかけることとは？」
　～サブタイトル～「自分だけが良ければいいか？
　人のことも考えてあげれるか？」
問同実行委員会事務局（体育青少年課内）
　☎ 43-5234

　
卓
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カ
デ
ッ
ト
・
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子
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ス
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野
村
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（
南
淡
中
２
年
・
写
真
右
）

増
田
彩あ
や
か花
さ
ん
（
南
淡
中
１
年
・
写
真
左
）

　

野
村
さ
ん
と
増
田
さ
ん
は
、
県
代
表

選
考
会
を
突
破
し
、
後
藤
杯
卓
球
選
手

権
大
会
（
名
古
屋
オ
ー
プ
ン
、
１
月
５
・

６
日
）、
大
阪
国
際
招
待
卓
球
選
手
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大
会（
全
国
オ
ー
プ
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、２
月
15
～
17
日
）

に
出
場
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野
村
さ
ん
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
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Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
２
０
１
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東
京
卓
球
選
手
権

大
会
（
３
月
11
～
13
日
）
に
も
出
場
し

ま
す
。

全
国
大
会

　
出
場
お
め
で
と
う

組
手
・
小
学
５
年
生
女
子
上
級
の
部

③
上
田
樹
那
（
神
代
小
）

組
手
・
小
学
６
年
生
女
子
上
級
の
部

①
富
貴
彩
愛
（
榎
列
小
）

第
９
回
兵
庫
県
下
錬
成
大
会
・

新
人
戦
（
12
月
15
日
・
加
古
川
市
立

総
合
体
育
館
）

小
３
男
子
（
初
級
）
組
手
の
部

②
鈴
木
悠
斗
（
潮
美
台
）

小
６
女
子
（
上
級
）
組
手
の
部

①
前
田
桃
花
（
北
阿
万
）

第
33
回
南
あ
わ
じ
市
家
庭
婦

人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
12
月
９

日
・
松
帆
小
学
校
）

①ｖｏ
ｉｃｅ
②
ブ
ル
ー
マ
リ
ン
③
蘭

ク
ラ
ブ
Ａ
③
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ

第
28
回
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
老
人

ク
ラ
ブ
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会（
12
月
11
日
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
五
色
）

①
国
分
寺
③
さ
く
ら

第
１
回
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
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人
ク

ラ
ブ
親
善
囲
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ー
ル
大
会

（
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月
11
日
・
ウ
ェ
ル
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ス
パ
ー
ク
五
色
）

①
三
原
Ａ
（
国
分
寺
）
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５
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０
６

　

F

 

43
・５
３
０
６　
　

kouhou@
city.m

inam
iaw

aji.hyogo.jp

スマホ用アプリ「マチイロ」で広報紙を配信中
　無料の行政情報アプリ「マチイロ」を
インストールすることで、スマートフォン
などから「広報南あわじ」・「南あわじ市
議会だより」をご覧いただけます。

料金　無料（通信費は利用者負担）
※「マチイロ」は㈱ホープが運営するアプリです。広告が表示されま
　すが、その内容に南あわじ市は一切関係ありません。

問広報情報課☎ 43-5206 ／議会事務局☎ 43-5005
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  2月の健康カレンダー
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 休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00 ～11：30
13：00 ～16：30 19：00 ～ 22：30

３日（日） 畑 田 卓 也 医師 齊 藤 雅 文 医師

10日（日） 西 口　 弘 医師 穀 内 純 江 医師

11日（月） 横 山 龍 治 医師 鈴 木 俊 示 医師

17日（日） 守 本 圭 希 医師 平 山　 毅 医師

24日（日） 瀧 川　 卓 医師 西 口　 弘 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院
平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専
門以外の診療はでき
ない場合があります

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎43-5218）まで

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）1 回 100 円
内容   日 曜日　    時間 　　   場所

阿波踊り体操 6 水 10:00 ～ 　南あわじ市
　保健センター20 水

● 乳幼児健康カレンダー　　　　（　　）は対象
内容  　日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 21 木 13:15 ～ 13:30

　南あわじ市
　保健センター

４か月児健康診査
（30年10月生） 22 金 12:30 ～ 13:00

10か月児健康診査
（30年4月生） 15 金 12:30 ～ 13:00

１歳6か月児健康診査
（29年7月生） ５ 火 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（28年11月生） 20 水 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（28年1月生） ８ 金 12:30 ～ 13:00

就学前５歳児健康診査
（26年2月生） 18 月 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（27年11月･28年5月生） ６ 水 13:15 ～ 13:45

育児相談
（29年12月生） 13 水 13:30 ～ 14:00

　働く婦人の家（30年7月生） 26 火
食育講座赤ちゃん栄養サロン
（30年9月生） 27 水  ９:45 ～ 10:00

遊びの教室（予約制） ７ 木  ９:30 　南あわじ市
　保健センター発達支援相談（予約制） ７ 木 13:30 ～

小児救急医療
◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時までの間、医師が輪番で小
児夜間救急診療を行っています。
問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799
◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の洲
本市応急診療所において、小児科医の輪番による小
児救急診療所を開設しています。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

● 認知症を支える家族の会　スマイル
認知症の介護の悩みを話し合える場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　
13 水 14：00 ～ 15：00 　中央公民館２階

※詳しくは、地域包括支援センター（☎43-5237）まで

● スマイル ( 認知症 ) カフェ   　※申込不要
認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが集える場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

28 木 14：00 ～ 16：00 　いちばん星
　（市福永572）

※詳しくは、福祉課（☎43-5216）まで

● こころやすらぐひろば   　※申込不要
精神疾患を抱える人とそのご家族らの交流を深める広場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　
24 日 13：00 ～ 16：00 　いちばん星

　（市福永572）

● 家族教室  　※申込不要
精神疾患を抱える人のご家族らが交流を深める場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　
13 水 14：00 ～ 16：00 　いちばん星

　（市福永572）

● 健康相談
内容  日 曜日　　  　時間 　  場所

生活習慣病相談、栄養
相談、血圧測定など 19 火   ９:00 ～ 10:30

 13:00 ～ 15:00
市役所
本館 1 階

● 愛育班活動
内容   日  曜日 場所

運動教室 21 木 　沼島総合センター

 アルコール依存症とは？ 

こんな症状ありませんか？

休肝日を決めましょう！適切な飲酒量を知っておく！

 アルコールと上手に付き合うために 

　自分では飲酒のコントロールができなくなる状態をいいます。進行すると
心身に不調が生じるばかりでなく、周囲の人に多大な迷惑をかけたり、社会的
な信用を失ったりと、さまざまな悪影響をおよぼします。

□ 飲みたい気持ちを抑えられない
□ 酒量を減らそうとするが、うまくいかない
□ 飲む量や二日酔いが増えた
□ 手のふるえ、発汗、眠れないなどの症状がある
□ 飲みすぎによる健康問題がある

　アルコールの分解処理には時間を要し肝臓に負担
がかかり、また、胃腸などの消化管の粘膜も荒れます。
これらの臓器を元に戻すためには、お酒を飲まない日
をつくり、臓器を休ませなければなりません。
　心身ともに健康を保ち、楽しくお酒と付き合ってい
くためにも、週に2日は休肝日をつくりましょう！

・ ビール中びん　１本（500ml）
・ 日本酒　　１合（180ｍｌ）
・ 焼酎　　0.6合（110ml）
・ ウイスキー　ダブル1杯（60ml）
・ ワイン　グラス2杯（200ml）
※女性や高齢者はこの半量

もしも思い当たる症状があれば、アルコール依存症が
疑われます。早めに専門の医療機関などに相談しまし
ょう。

相談先
  ●南あわじ市役所健康課☎43-5218
  ●洲本健康福祉事務所地域保健課☎26-2060
自助グループ
  ●淡路断酒会事務局（家族からの相談可）
  　☎0799-62-1181
  ●AA （アルコホーリクスアノニマス）関西セントラルオフィス
  　☎06-6536-0828

　平成30年度対象者の人へ昨年4月に通知しました高齢
者肺炎球菌の予防接種期間は平成31年3月31日までとな
っています。対象期間外での接種は全額自己負担となりま
すのでご注意ください。
　75歳以上で、これまで助成を受けたことのない人には、
定期接種と同じ負担金で接種できる制度がありますので、
健康課までお問い合わせください。
問健康課☎43-5218

　生活習慣改善に取り組んだ結果、体重が3㎏以上減量し
た人全員に『南あわじ市ゴミ袋大３枚』をプレゼント。さら
に、最も減量された人に『美菜恋来屋商品券3,000円分』を
プレゼントします。
　結果判定の体重測定は2月28日（木）午前9時～午後７時
の間に市役所本館１階で実施します。平成30年度に受診し
た健診結果（体重の記載がある結果表）をお持ちください。
問健康課☎43-5218

決めていますか？休肝日
～アルコール依存症になる前に～

高齢者の肺炎球菌感染症予防接種(定期接種) レッツ ３㎏ダイエット チャレンジ!!

● 特定保健指導（Ｙ
やせてきれいになる

Ｋ教室・個別健康教室）
　　※要予約

内容  日    曜日　   時間 場所
血液検査 １ 金  9:00～12:00 中央公民館● 献血

  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　
12 火 10：00 ～ 11：30 倭文公民館

12 火 13：30 ～ 16：00 南あわじ市保健センター

19 火 11：30 ～ 16：00 福良地区公民館
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子育て広場 月

　　　　

　子どもは風の子元気な子。寒いとお家に閉じこも
りがちになりますが、ゆめるんセンターや出前ひろば
に、ぜひお出かけください。思い切り体を動かしたり、
お友達と交流したり。あたたかい日はセンターの園庭
で遊んでいる子もいますよ。お待ちしています。

●出前ひろば （申込不要、ゆめるんノート、名札持参）
　おもちゃがいっぱいの自由遊びの広場。10:00 ～ 11:30

ひろば名 開設日 場所

みどり 6,8,15,20,22 南あわじ市
保健センター

せいだん 12,21,26,28 湊地区公民館

みはら 5,7,14,19,26,28 働く婦人の家

なんだん 1,6,8,13,20,22,27 福良地区公民館

●ふれあいプレイルーム （平日９：00～16：00）
　（申込不要、ゆめるんノート、名札持参）

場所 内容

ゆめるんセンター 公園に出かける感覚で、親子で遊ぶことができま
す。赤ちゃんは、体重・身長測定もできます。

 ●年齢別ひろば　※要申込 
ひろば名 開催日 時間 内容等

ぶどう 19 日
（火）

10:00～
12:00

親子クッキング
定員15組　費用300円
申込締切８日
場所　湊地区公民館調理室

ばなな
（２歳）
・ぶどう

21 日
（木）

10:00～
11:00

人形劇鑑賞
定員30組　申込締切13日
場所　ゆめるんセンター

※ １月 17 日現在で行事の予定を掲載しています。
　 定員に達している場合はご了承ください

　「こどもあんしんネット」に登録する
と、最新のゆめるん通信がメールで届
きます。右の二次元コードから簡単に
登録ができます。

平成31年１月14日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

●人　口 47,552人（前月比-18人）
　    （男） 22,947人（前月比-10人）
　    （女） 24,605人（前月比-8人）
●世帯数 19,391世帯（前月比+9世帯）
※平成31年1月１日現在

結婚

死亡

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日

金田圭司良（洲本市）

野口　卓真（神　代）

鈴木　三慧（広　田）

里見　勇貴（　湊　）

武田　和樹（志　知）

平松　昌基（神戸市）

沼田　優真（神　代）

中尾　翔希（賀　集）

登　　千晃（潮美台）

豊田　一貴（　市　）

森西　政一（阿　万）

河崎　敏樹（榎　列）

柿谷　竜也（賀　集）

齋藤友里絵（津　井）

谷間あすか（福　良）

赤松　望海（広　田）

居神あかね（福　良）

星島　綾子（岡山県）

田中　美結（神戸市）

村上あかり（福　良）

竹中愛加里（神　代）

藤岡美二希（　市　）

櫻井　千裕（明石市）

出口　順子（八　木）

村中　彩香（八　木）

中元なつの（沼　島）

12 月 10 日

12 月 10 日

12 月 15 日

12 月 21 日

12 月 22 日

12 月 22 日

12 月 25 日

12 月 31 日

12 月 31 日

１ 月 １ 日

１ 月 ８ 日

１ 月 10 日

１ 月 11 日

氏名 年齢 地区 死亡日
桐本　久夫
西村　安子
船越　育郎
西下　嘉一
榎本たけ子
古川　文子
森本　悅示
末　　　 光
山口美津子
雑賀　豊子
黒田　紀子

松 帆
榎 列
湊

福 良
志 知
榎 列
湊

阿 万
八 木
福 良
阿 万

92
88
92
87
98
89
69
89
91
96
64

12 月 30 日
12 月 30 日
12 月 30 日
12 月 31 日
１ 月 １ 日
１ 月 １ 日
１ 月 １ 日
１ 月 ３ 日
１ 月 ４ 日
１ 月 ５ 日
１ 月 ６ 日

氏名 年齢 地区 死亡日
石坂　晶子
土居かや子
土居より子
西田　清枝
山口　　朗
山形　幸男
本庄　　護
本山　德男
齋藤かるゑ
佐藤せつ子
原田　健二

松 帆
市

倭 文
福 良
津 井
津 井
福 良
阿那賀
榎 列
賀 集
倭 文

90
98
92
69
58
73
87
96
95
86
77

１ 月 ７ 日
１ 月 ９ 日
１ 月 ９ 日
１ 月 ９ 日
１ 月 10 日
１ 月 11 日
１ 月 12 日
１ 月 12 日
１ 月 13 日
１ 月 14 日
１ 月 14 日

氏名 年齢 地区 死亡日

山本　一八
豊田　　輝
桐原ぬいこ
武川　幸夫
桒島てる子
中西　英夫
中西　聖一
山下ひさ子
舩越しず子
田井たつこ
濱本　鈴夫
柏木　知二
土井本澄之
神代　駒子
神田かよ子
平石　善行
岡田　　榮

神 代
榎 列
福 良
八 木
志 知
福 良
福 良
福 良
湊

松 帆
灘

松 帆
阿 万
志 知
広 田
湊

榎 列

51
75
84
77
87
67
83
99
92
91
67
82
89
106
81
44
87

12 月 ９ 日
12 月 12 日
12 月 13 日
12 月 13 日
12 月 15 日
12 月 15 日
12 月 16 日
12 月 18 日
12 月 21 日
12 月 22 日
12 月 23 日
12 月 24 日
12 月 24 日
12 月 25 日
12 月 28 日
12 月 28 日
12 月 30 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

藤 川　　 蓮
れん

勝 羅　 蒼
そうた

大

藤 本　 颯
そうた

太

石 橋　 奏
そうご

吾

池 田　 光
みつき

希

納　　 優
ゆ な

菜

栗 林　 那
な ぎ

宜

坂 田　 瀧
そうま

磨

中 村　 律
りつき

喜

阿 部　 千
ちあき

輝

天田菜
な の か

乃果

新 岡　 世
せ な

梛

谷　　 海
かいと

翔

以 頭　 弦
げんき

樹

興 津　 柊
しゅうか

花

佐 藤　 杏
あんず

柚

清 水　 菜
な お

央

阿 部　 珠
しゅの

乃

辻川乃
の の あ

々空

藤 江　 夏
なつめ

目

西 村　 心
み ゆ

結

平 野　 新
あらた

大

折 口　 紗
さ な

菜

竹 岡　 彩
さ ら

良

藤 岡　　 賛
さん

荻 野　 絢
あやせ

世

向 井　 愛
あいな

奈

川 口　 笑
え ま

舞

仲 山　　 由
ゆい

住 山　 紅
くれは

葉

田 村　 俐
り く

空

守 本　　 楽
らく

男

男

男

男

女

女

男

男

男

男

女

女

男

男

女

女

女

女

女

男

女

男

女

女

男

女

女

女

男

女

男

男

悟
潤
健 介
利 昭
剛
健 二
良 明
大 樹
浩 也
将 也
博 文
史 野
竜 一
昌 樹
庄 吾
準
章 文
寛 央
大 空
吉 弘
譲
彰 吾
一 真
良 幸
大 介
淑 絵
正 也
高 志
佳 孝
雅 忠
一 樹
明 広

市
倭 文
広 田
市

広 田
賀 集
賀 集
賀 集
志 知
広 田
市

福 良
伊加利
北阿万
津 井
八 木
市

賀 集
伊加利
市

倭 文
津 井
八 木
広 田
志 知
倭 文
志 知
賀 集
広 田
志 知
八 木
福 良

11月28日
11月30日
12 月３日
12 月４日
12 月５日
12 月５日
12 月７日
12 月７日
12 月７日
12 月９日
12 月９日
12月10日
12月11日
12月12日
12月12日
12月14日
12月15日
12月16日
12月16日
12月16日
12月17日
12月20日
12月23日
12月25日
12月25日
12月26日
12月26日
12月27日
12月27日
12月30日
12月30日
１ 月 ４ 日

出生

※1月号の正解は、『渦潮』 。47通の応募がありました。

　神代国衙から賀集立
川 瀬 に あ る● ● 遺 跡。
発掘調査により、奈良時
代の掘立柱建物跡などが確認されました。近くから
は、土器などが大量に出土しており、建物跡の大き
さや立地などからも、当時の地方の役所跡とみられ
ます。
　●●に入る漢字２文字をお答えください。
　　　　　　　　　　　　（ヒントは広報 5 頁）

※クイズの正解者の中から抽選で５人に素敵なプレゼントが当たりま
　す！（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

■応募方法（❶～❺全回答必須）
　❶クイズの答え、❷住所、❸氏名、❹年齢、❺広報やさん　
さんネット、南あわじ市に対するご意見・ご感想をお書き　　
の上、広報情報課までご応募ください。
■応募締切 ２月 15 日（金）※消印有効

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 広報情報課広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp
※右の二次元コードを携帯電話のバーコード
　リーダで読み取り、クイズに応募できます

広報クイズ

25 24

●今月の催し　※要申込
行事名・場所 日時 費用等

ままひろば
遊字命名紙
・ゆめるんセンター

５日（火）
10：00～

定員15組
費用200円

ままひろば
お弁当袋を作ろう！
・ゆめるんセンター

７日（木）
①10：00～
②10：30～

定員各６人

ひなまつり会
・ゆめるんセンター

12日（火）～
15日（金）
10：00 ～
11：00

定員各日30人
費用100円

２月のお誕生日会
　みどり・なんだんひろば

22日（金）
11：10～

　せいだん・みはらひろば 26日（火）
11：10～

ままひろば
アイシングクッキー教室
・ゆめるんセンター

27日（水）
10：00～
11:30

費用1,200円
定員15人

ままひろば
牛乳パックいす作り
・ゆめるんセンター

27日（水）
13:00～
14:00

定員20組
費用300円
※事前準備があり
ます。詳しくはお問
合せください

２
問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　 南あわじ市榎列松田747番地3　☎42-7703

１月10日（木）出前ひろば（みはら）
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　１月11日、倭文安住寺地区で行われた
同地区の伝統行事「蛇

じゃくよう
供養」。地域住民と

倭文小学校２年生14人が、藁
わら
で作られた

長さ約 11ｍ、太さ約 20cmの大蛇を担
ぎ、五穀豊穣と無病息災を願い、地域を練
り歩きました。
　蛇供養は、500年以上前、地元の領主
が田んぼを荒らす大蛇を退治したところ不
作が続いたため、藁で大蛇の模型を作り、
たたりを鎮める供養として始まったと伝え
られています。
　地域を回った大蛇は、かつての庄屋前の
ムクノキにまつり、翌年まで地域の安全と
豊作を見守っています。
　初めて参加した同小学
校２年生の笹田蒼

あ お と
大さん

は「地元の言い伝えを知
ることができて良かった」
と、大蛇を担ぎ楽しそう
に練り歩いていました。

　全国水
み ど り
土里ネット（全国土地改良

事業団体連合会）が主催する「『ふ
るさとの田んぼと水』子ども絵画展
2018」で、賀集小学校４年生・飛
田桔花さんの作品「ほう作をねがう
力強いじゃ祭り」が文部科学大臣賞
に輝きました。
　同絵画展は、子どもたちが田んぼ
やため池、農作業風景を描く作品が
対象で、全国から6,284点の応募がありました。
　毎年１月11日に倭文安住寺地区で行われている「蛇供養」の様
子を描いた飛田さん。「農作物の病気を吹き飛ばす、蛇祭りの迫力あ
る蛇を描きたい」と、藁

わら
で作られた大きな蛇を大人や子どもらが担ぎ、

地域を練り歩く様子が、遠近法を使って巧みに描かれました。

　淡路島の冬の風物詩である「灘黒岩水仙郷」が12月 27
日に開園。昨年12月に温かい日が続いた影響で、１月初旬
から園内東斜面は見頃を迎え、１月21日までに1万 7632
人の来園者がありました。
　見頃は２月初旬までの見込みですが、花の状態は日々変わ
りますので、お越しになる前に同水仙郷までお問合せいただ
くか、市のホームページに掲載している開花情報をご確認く
ださい。
問灘黒岩水仙郷☎56-０７２０

　喜田京子さん（市）が布や毛糸を素材に制作したコラー
ジュの作品「ゆめの道」を、南あわじ市に寄贈されました。
　知的障がいのある喜田さんは幼い頃から絵を描くのが
好きで、２年ほど前からＮＰＯ法人ソーシャルデザインセ
ンター淡路が開く絵画教室「アトリエYES」を受講。色
とりどりの毛糸や布を四角い発砲スチロールのパネルに切
り貼りする技法コラージュを学び、自宅で朝から晩まで作
品を制作。これまで個展を２度開催されました。
　寄贈されたコラージュは、喜田さんが見た過去、現在、
未来の夢を創作しており、楽しい夢があふれる色鮮やか
な作品となっています。

倭文安住寺の伝統行事「蛇供養」

『ふるさとの田んぼと水』子ども絵画展２０１８

500万本の水仙が咲き誇る

夢が詰まった色鮮やかなコラージュ

五穀豊穣と無病息災を願い大蛇をまつる

飛田桔花さんが文部科学大臣賞を受賞

灘黒岩水仙郷が開園

喜田京子さんが市に寄贈

文部科学大臣賞を受賞した飛田さんの
作品「ほう作をねがう力強いじゃ祭り」

斜面にたくさんの水仙が咲き誇る灘黒岩水仙郷

守本市長に自作のコラージュを寄贈する喜田さん

　市内のだんじり唄愛好団体が唄を披露し、交流を図る
「第23回南淡路だんじり唄交流会」が、12月 16日に
北阿万地区公民館で行われました。
　小学生や女性、青年などの９団体が参加し、忠臣蔵な
どを題材としただんじり唄を次々と披露。感情のこもっ
た迫力ある唄声に、観客から大きな拍手が送られていま
した。
　最後には、参加者全員で演目「玉

たまものまえ
藻前旭

あさひのたもと
の袂三

さんだんめ
段目　

道
みちはるやかた
春館の段

だん
」を歌い、会場を盛り上げていました。

　同実行委員会の柏木大
ひろし
会長は、「お互いの練習成果を

この場で披露し、交流を深めることで技芸を高めていき
たい」と話していました。

第23回南淡路だんじり唄交流会

練習成果を披露し、交流を深める

日頃の練習成果を披露する団体

01 藁で作られた約 11 メートルの
大蛇を担ぎ練り歩く地域住民と倭
文小学校の児童ら。02 ムクノキに
まつられている大蛇

01

02
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火おこし体験

28

　楽しい古代体験ワークショップと、松帆銅鐸や古代がテーマの商品販売
を行います。大人も子どもも楽しめる内容ですのでご来場をお待ちしてい
ます。

 問社会教育課☎43-5232

タイアップ企画
・美菜恋100％スムージー
　淡路島産の野菜と果物のみを使ったコールドプレスジュース
・南淡そうめん食堂
　淡路島の特産品と古代米を使った創作素麺
・イングランドの丘で古代の宝さがし
　イングランドの丘園内に隠された宝箱を探そう！発見すると
　今回はダブルプレゼント！
　▶場所　淡路ファームパーク・イングランドの丘

松帆銅鐸特設サイト
二次元コード

淡路島古代フェスティバル
松帆銅鐸イベント

マルシェ・ワークショップ
　楽しい古代体験ワークショップと、松帆銅鐸や古代がテーマの
商品を販売します。
▶場所　美菜恋来屋
▶内容　青銅器のミニチュアづくり、勾玉づくり、古代の
　組ひもづくり、古代ガチャガチャ、古代布しづおり、
　古代米おはぎ、どうたく風呂敷、火おこし体験、弥生人
　コスチューム、その他松帆銅鐸グッズなど

午前10時～午後4時

南あわじ動画ライブラリー
　広報情報課では南あわじ市PR用の動画を制作し、フェイスブックやインスタ
グラムを通じて市内外へ広くPRしています。
　動画は、次の二次元コードから動画（YouTube) をご覧ください。

大鏡餅運び競争（北阿万・薬王寺）
　北阿万の薬王寺で毎年１月１２日に開催されている「大
鏡餅運び競争」。力自慢の参加者が約１７０ｋｇの大鏡餅を
腹帯に抱えて運び、歩く距離を競
う同寺の新春恒例の行事です。
　今年は男性 16人が挑み、淡路
広域消防事務組合の向江弘行さん
（松帆）が 94.02
ｍを記録し、昨年
に続き連覇を達成
しました。

南あわじ旬だより
　フェイスブックとインスタグラ
ムで、南あわじ市の旬な情報を写
真や動画でお届けしています。ぜ
ひ、フォローお願いします。

Facebook Instagram

青銅器のミニチュア
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